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中
核
市
・
前
橋
が
ス
タ
ー
ト

市
長 

前
橋
市
は
、
本
日
、
４
月
１
日
、
県

内
初
の
中
核
市
に
移
行
し
ま
し
た
。
政
令
指

定
都
市
に
次
ぐ
事
務
権
限
を
持
つ
中
核
市
・

前
橋
と
し
て
、
新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
中
核
市
に
は
地
方
分
権
時
代
の
自
治
体
と

し
て
先
導
的
な
役
割
や
、
地
域
発
展
の
け
ん

引
役
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
、
本
市
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
調
査

で
全
国
８
０
６
市
区
中
第
14
位
、
県
庁
所
在

地
で
は
第
１
位
に
な
り
ま
し
た
。
中
核
市
移

行
に
よ
り
県
か
ら
移
譲
さ
れ
た
約
２
，
２
０
０

項
目
の
事
務
権
限
を
最
大
限
に
生
か
し
、
暮

ら
し
優
先
の
施
策
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
市

民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
ま
す
。「
第
六
次
総
合
計
画
」
に

基
づ
く
将
来
都
市
像
「
生
命
都
市
い
き
い
き

前
橋
」
の
実
現
に
向
け
て
、
職
員
一
丸
と
な

っ
て
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
本
日
は
中
核
市
移
行
、
富
士
見
村
と
の
合

併
や
市
保
健
所
設
置
に
対
す
る
今
後
の
行
政

展
開
へ
の
期
待
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換

が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

石
田 

中
核
市
に
な
っ
て
、
市
保
健
所
設
置

な
ど
市
と
し
て
新
た
な
事
業
に
取
り
組
ま
れ

ま
す
。
ま
た
、
第
六
次
総
合
計
画
の
中
で
生

命
都
市
い
き
い
き
前
橋
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
具
現
化
す
る
た
め
に
医
療
の
分
野
で

は
、
昨
年
度
か
ら
新
さ
わ
や
か
健
診
制
度
、

中
学
卒
業
ま
で
の
通
院
を
含
め
た
医
療
費
の

無
料
化
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
さ
ら
な
る
市
民
の
健
康
増
進
に
つ
な
が

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

竹
内 

現
在
、
18
歳
と
13
歳
の
子
ど
も
を
育

て
て
い
ま
す
。
医
療
費
の
中
学
卒
業
ま
で
の

無
料
化
に
つ
い
て
は
、
中
学
生
が
い
る
の
で

非
常
に
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

お
と
と
し
オ
ー
プ
ン
し
た
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気

21
内
の
子
育
て
広
場
の
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
、

10
年
前
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
た
ら
、
家
も
近

い
の
で
毎
日
の
よ
う
に
行
く
と
思
う
ほ
ど
の

良
い
施
設
、
夢
の
あ
る
施
設
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

市
長 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
市
は

昨
年
度
か
ら
第
六
次
総
合
計
画
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。
将
来
都
市
像
を
生
命
都
市
い

き
い
き
前
橋
と
し
、
暮
ら
し
優
先
の
施
策
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
核
市
移
行
を
契

機
と
し
て
、
市
民
に
身
近
な
市
役
所
で
一
体

的
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
え
る
こ
と
に
な

り
、
今
後
も
暮
ら
し
優
先
の
施
策
を
推
進
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

医
師
会
と
し
て
中
核
市
に
向
け
て
の
抱

負石
田 
医
師
会
と
し
て
は
市
民
の
健
康
を
守

っ
て
い
く
こ
と
が
使
命
で
す
。
前
橋
市
は
昨

年
度
か
ら
新
さ
わ
や
か
健
診
と
し
て
、
独
自

の
検
査
項
目
を
増
や
し
た
健
診
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。
医
師
会
と
し
て
は
、
い
ろ
い

ろ
提
案
し
た
経
緯
が
あ
り
、
そ
の
充
実
し
た

健
診
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
は
非
常
に

評
価
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
中
に
は
群
馬
大
で
重
粒
子

線
治
療
が
始
ま
る
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
に
も
こ
の
治
療
に
つ
い
て
十
分
に
ご
理

解
い
た
だ
く
た
め
に
も
群
馬
大
と
連
携
を
し

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

■ 

子
育
て
世
代
と
し
て
の
期
待

竹
内 

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
め
る
環
境
づ

く
り
と
し
て
、無
料
妊
婦
健
診
の
回
数
の
増
、

不
妊
治
療
に
対
す
る
助
成
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
子
育
て
を
す
る
な
ら
前
橋
市
と

い
う
施
策
を
今
後
も
充
実
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
夜
間
診
療
は
早
急
に
対
応
し
て
も
ら
え
中

学
生
ま
で
は
無
料
な
の
で
、
す
ご
く
あ
り
が

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
転
勤
な
ど
で
前
橋

に
来
た
人
も
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
て
生

活
が
し
や
す
い
と
話
し
て
い
ま
す
。

市
長 

市
民
の
健
康
を
守
る
と
い
う
点
に
つ

い
て
は
、
医
師
会
や
関
係
機
関
と
の
強
力
な

連
携
を
図
り
、
市
保
健
所
も
オ
ー
プ
ン
し
た

わ
け
で
す
か
ら
、
今
後
さ
ら
に
推
進
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
医
療
制
度
だ
け
で

な
く
、「
元
気
ひ
ろ
げ
た
い
そ
う
」
や
「
ピ
ン

シ
ャ
ン
！
元
気
体
操
」
な
ど
の
健
康
運
動
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
力
・
地
域
力
を

生
か
し
た
健
康
づ
く
り

石
田 

最
近
予
防
医
学
と
い
う
考
え
方
か

ら
、
病
気
に
な
る
前
に
、
健
康
で
あ
る
た
め

に
で
き
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
元

気
ひ
ろ
げ
た
い
そ
う
な
ど
を
普
及
し
て
い
た

高木 市長
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だ
く
こ
と
は
病
気
を
予
防
す
る
た
め
に
す
ご

く
い
い
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
体
操
は
自
治
会
な
ど
で
一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
い
る
所
も
あ
り
、
市
民
や
地
域
の
力
が

必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
市
保
健
所
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
身
近
で
、
一

貫
し
た
健
康
増
進
が
で
き
る
と
思
い
ま
す

し
、今
後
期
待
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

市
長 
前
橋
の
市
民
力
・
地
域
力
は
非
常
に

高
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
地
域
で
の
活
動
が

活
発
で
す
。
健
康
づ
く
り
に
は
、
健
康
運
動
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、
健
康
年
齢
の
引
き
上
げ
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

食
の
安
全
・
農
業
都
市
前
橋

竹
内 

健
康
と
い
う
と
食
も
大
き
な
要
素
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
昨
年
は
、
食
品
偽
造
や

輸
入
食
品
の
安
全
性
が
大
き
な
問
題
と
な
り

ま
し
た
。
食
の
安
全
に
つ
い
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

市
長 

食
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
こ
と

は
非
常
に
大
切
で
す
。
市
保
健
所
で
は
、
食

品
監
視
指
導
計
画
と
い
う
食
の
安
全
安
心
に

関
す
る
１
年
間
の
計
画
を
立
て
、
食
品
関
連

施
設
の
許
可
や
立
入
調
査
、
食
品
の
衛
生
的

な
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
市
で
直
接
、
監
視

や
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、
本
市
は
国
内
有
数
の
農
業
生
産
高

を
誇
る
都
市
で
す
。
食
の
安
全
・
安
心
を
確

保
し
、
力
強
い
農
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
学
校
給
食
で
地
元
食
材
の
利

用
を
高
め
る
こ
と
や
食
育
、
地
産
地
消
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
農
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
も
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
に
つ
い
て

石
田 

健
康
と
い
う
と
、
運
動
、
休
養
、
栄

養
が
３
つ
の
大
き
な
要
素
で
あ
り
、
食
の
安

全
・
安
心
も
、
大
き
な
比
重
を
占
め
ま
す
。

朝
食
を
取
り
学
校
へ
行
く
、
規
則
正
し
い
生

活
を
す
る
、
運
動
を
す
る
と
い
っ
た
生
活
の

基
本
が
で
き
た
う
え
で
勉
強
に
集
中
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
学
校
教
育
な
ど
の
新
た
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

市
長 

中
核
市
移
行
で
、
教
員
の
研
修
制
度

な
ど
が
市
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
定
着

と
基
礎
学
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

富
士
見
村
と
の
合
併

石
田 

中
核
市
へ
の
移
行
後
、
5
月
5
日
㈫

に
は
富
士
見
村
と
の
合
併
が
あ
り
ま
す
。
市

域
も
広
が
り
、
人
口
も
34
万
人
と
増
え
る
わ

け
で
す
が
、
医
師
会
と
し
て
も
新
生
・
前
橋

市
の
市
民
の
健
康
増
進
に
貢
献
し
て
い
き
ま

す
。竹

内 

富
士
見
村
と
の
合
併
で
一
番
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
い
の
は
、「
赤
城
山
」
と
い
う
新
た

な
観
光
資
源
で
す
。
遠
く
に
見
え
て
い
た
赤

城
山
が
前
橋
市
に
な
り
、
今
ま
で
以
上
に
自

然
豊
か
な
都
市
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
に
な

い
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

市
長 

本
年
度
は
、
中
核
市
へ
の
移
行
、
富

士
見
村
と
の
合
併
で
幕
を
開
け
、
大
き
な
飛

躍
の
時
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
効
率
的
で
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
施

設
の
一
つ
と
し
て
、
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内

の
証
明
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
も
４
月
１
日
か

ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
土
日
曜
祝
日

の
住
民
票
な
ど
の
発
行
に
加
え
、
郵
便
や
電

子
申
請
で
請
求
の
あ
っ
た
税
証
明
の
受
け
取

り
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　本
市
は
市
民
力
・
地
域
力
の
非
常
に
高
い

都
市
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
、
市
民

と
連
携
し
中
核
市
と
し
て
出
発
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
中
核
市
へ
の
移
行
は
、
そ

れ
自
体
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
新
た
な
ス
テ

ー
ジ
の
ス
タ
ー
ト
と
考
え
て
い
ま
す
。
前
橋

市
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
県
か
ら
移
譲
さ
れ
る
事
務
権
限
を

最
大
限
に
生
か
し
、「
元
気
で
楽
し
い
魅
力
あ

る
中
核
市
・
前
橋
」
の
実
現
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

石田 医師会長竹内 保健推進員

中核市移行記念座談会
中核市移行記念座談会
　本市は、中核市としてスタートしました。県から約2,200項目の事務が移譲され、市民に一番身近な市
役所で展開し、より充実したサービスを提供していくことになります。新生・前橋市などについて、市医師
会長の石田稔さん、中部地区保健推進員の竹内有利子さん、高木政夫市長の３人が対談しました。

元気で楽しい魅力ある前橋の実現へ

　問い合わせは　市政発信課　☎898−6642



生年月日が
平成17年４
月２日以降
の子ども

生年月日が平成
17年４月２日
以降の子ども

子育て応援特別手当の支給例

世帯主Aさん 世帯にいる子ども

１人目 ２人目 ３人目 ４人目

生年月日が平成２年４月２日から
平成17年４月１日までの子ども

生年月日が平成14年４月２日
から平成17年４月１日までの
子ども

Aさんへの子育て応援特別手当 3.6万円×２人＝7.2万円

世帯主Bさん 世帯にいる子ども

１人目 ２人目 ３人目

生年月日が平成２年４月２日から
平成17年４月１日までの子ども

生年月日が平成14年４月２日から平成17
年４月１日までの子ども

Bさんへの子育て応援特別手当 3.6万円×１人＝3.6万円

手当の対象となる子ども 手当の対象となる子ども

広報まえばし　平成21年４月１日号 4

　４月６日㈪に定額給付金と子育て応援特別手当の申請書を対象世帯
の世帯主に発送します。

１ 支給対象者・支給額

①定額給付金
　支給対象者は、平成21年２月１日現在（基準日）の住民基本台帳に記
録されている人または外国人登録原票に登録されている人（在留の資
格のない人や短期滞在者は除く）。支給額は基準日に19歳から64歳の
人は１人当たり１万2，000円、18歳以下と65歳以上の人は１人当たり
２万円です。
②子育て応援特別手当
　支給対象者は、平成２年４月２日から平成17年４月１日生まれまでの
子が２人以上いる世帯のうち、平成14年４月２日から平成17年４月１
日までの間に生まれた第２子以降の子です。ただし、平成21年２月１日
現在（基準日）の住民基本台帳に記録されている人または外国人登録原
票に登録されている人（在留の資格のない人や短期滞在者は除く）。１人
当たり３万6，000円が支給されます。

定額給付金と子育て応援特別手当

４月６日に申請書を発送します

２ 申請期間 ３ 支給方法
　４月13日㈪～10月13日㈫ 　口座振込みが基本です。

４ 申請に必要な書類 店番号

○○銀行
○○支店

口座番号

123 1234567

マエバシ タロウ 様

□□□□□□□□□□
□□□□□□
□□□

６ 振り込め詐欺に注意
　市が直接金融機関やATM（現金自動預払機）などへ行くようにお願い
することは絶対にありません。

　申請書に必要事項を記入のうえ、本人
確認書類の写し、通帳の写しを添付して
ください。
通帳のコピーのしかた＝通帳を開いて中
面（金融機関名・店番号・口座番号・氏名（カタカナ）が分かる面）をコピー
してください。

５ 申請方法
　同封の返信封筒に入れて申請してください。

　問い合わせは　定額給付金等支給室　☎898−5836
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■ 証明サービスコーナー取扱業務
①住民票の写し（除票を除く）。

②住民票記載事項証明。

③印鑑登録証明書。

④戸籍及び除籍の全部及び個人事項証明書。

　（戸籍謄本または抄本） 

⑤戸籍及び除籍の記載事項証明。

⑥身分証明書。

⑦郵送・電子申請により請求した税証明の交付。

　（請求先は市役所の各税担当課）

※税証明・除かれた住民票・日本国籍でない人の物な

ど、発行できない物もあります。

※印鑑や本人確認書類（運転免許証など）、印鑑手帳

（印鑑登録証明書請求の場合）が必要です。

■ 中央公民館の一部業務を取り扱います 

①中央公民館の部屋の鍵の貸し出し・返却。

②駐車券の受け付け。

�証明サービスコーナーでの取扱時間
〈平日〉中央公民館業務終了後～午後７時

〈土日曜祝日〉午前10時～午後７時

�警備員待機所（旧総合案内）での取扱時間
〈平日〉午後７時～10時

〈土日曜祝日〉午前８時45分～10時、午後７時～10時

　なお、中央公民館の利用予約・利用申請などの詳細

は、平日の午前８時30分から午後５時15分まで（下

記の日は午後７時15分まで延長）に中央公民館（☎２

１０―２１９９）へ問い合わせてください。

〈受付時間延長予定日〉

４月１日㈬、５月１日㈮、６月２日㈫、７月１日㈬、８月

４日㈫

　前橋プラザ元気21の証明サービスコーナーが４
月１日、１階正面玄関（国道50号側）脇にリニューア
ルオープン。住民票の写しや印鑑登録証明書など、土
日曜祝日も交付しています。ぜひ、ご利用ください。

証明サービスコーナーがリニューアル

前橋プラザ元気21の

商業施設商業施設
新証明サービスコーナー

証明サービスコーナー

前橋プラザ元気 21　１Ｆ

国道 50号

にぎわい商業課 工業課

警備員待機所
（旧総合案内）

■ 例えばこんな利用法
　日曜日に住民票が必要となっ

たＡさん。住民票を取りに行きた

いけれど、子どもが遊びたがって

いるのでどうしよう。そうだ、元

気21の証明サービスコーナーへ

住民票を取りに行き、その後子ど

もと一緒に２階の「こども図書

館」に行こう。そして帰りに街中

で食事や買い物をして行こう。

　問い合わせは　行政管理課　☎898−6537
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　市
議
会
で
高
木
市
長
が
説
明
し
た

予
算
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　平
成
21
年
度
予
算
は
、
昨
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
六
次
総
合
計
画

を
着
実
に
推
進
し
、「
生
命
都
市
い
き

い
き
前
橋
」
の
実
現
に
向
け
、
次
の

３
つ
の
重
点
施
策
を
定
め
編
成
を
し

ま
し
た
。
①
中
核
市
へ
の
移
行
や
富

士
見
村
と
の
合
併
を
踏
ま
え
た
行
政

経
営
の
強
化
②
市
民
が
実
感
で
き
る

「
暮
ら
し
や
す
さ
」
の
創
出
③
生
命

都
市
の
実
現
に
向
け
た
地
域
特
性
の

積
極
的
な
活
用
。
ま
た
、
昨
年
度
に

試
行
実
施
し
た
行
政
評
価
の
結
果
な

ど
も
考
慮
し
な
が
ら
「
事
業
の
選
択

と
集
中
」
に
よ
る
予
算
の
重
点
配
分

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
念
頭
に
置
い
た

予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。し
か
し
、

本
市
も
世
界
的
な
不
況
の
影
響
を
受

け
、
市
民
生
活
や
企
業
活
動
は
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　こ
の
景
気
後
退
の
影
響
か
ら
、
市

税
収
入
の
減
収
が
確
実
で
あ
り
、
大

中核市移行による市民サービスの充実と生命都市いきいき前橋の実現に向けて

平成21年度各会計予算

会計名 当初予算

一般会計 1,194億8,804万円

特
別
会
計

国民健康保険 315億3,590万円

老人保健 1億2,339万円

後期高齢者医療 29億3,584万円

競輪 179億2,652万円

農業集落排水事業 10億411万円

介護保険 182億958万円

簡易水道事業等 637万円

母子寡婦福祉資金貸付金 6,355万円

小計 718億526万円

企
業
会
計

水道事業 94億8,794万円

下水道事業 129億8,669万円

農業共済事業 6億8,398万円

小計 231億5,861万円

合　　計 2,144億5,191万円

市
民
の
目
線
に
立
っ
た
暮
ら
し
優
先
の
予
算
へ

変
厳
し
い
財
政
運
営
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
本
市
の
21
年
度
一

般
会
計
の
予
算
規
模
は
総
額
１
，

１
９
４
億
８
，
８
０
４
万
円
で
、
対

前
年
度
２・
６
％
減
と
な
っ
た
も
の

の
、
中
核
市
移
行
へ
の
対
応
や
市
民

の
目
線
に
立
っ
た
暮
ら
し
優
先
施
策

の
展
開
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
、
向
上
に
努
め
た
予
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　本
市
は
中
核
市
へ
移
行
し
、
市
民

生
活
に
密
着
し
た
多
く
の
事
務
を
行

う
こ
と
で
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
即
し
た

き
め
細
や
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

５
月
に
は
富
士
見
村
と
の
合
併
に
よ

り
人
口
34
万
人
の
新
生
前
橋
市
が
誕

生
す
る
な
ど
重
要
な
年
と
な
り
ま
す
。

　本
市
の
財
政
状
況
は
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
健
全
財
政

を
確
立
し
「
元
気
で
楽
し
い
魅
力
あ

る
前
橋
」
と
、「
県
都
前
橋
の
再
生
」

に
向
け
た
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

概要

議
会
で
予
算
案
を
説
明
す
る
高
木
市
長
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　平成21年度の各会計予算が先月の市議会第１回定例会で可決しました。総額2,144億5,191万
円。新年度の主な事業や施策などについて紹介します。金額の１万円未満は端数整理しました。ま
た、本市ホームページにも予算についての詳しい資料を掲載していますので、ご覧ください。

中核市移行による市民サービスの充実と生命都市いきいき前橋の実現に向けて

21年度予算と事業の

市税＝市民税（個人・法人）、固定資産税、都市計画税、市たば
こ税、軽自動車税、入湯税
交付税＝地方交付税（国が自治体間の財源調整などのため
に使い道を定めず交付するもの）
国＝国庫支出金（国が使い道を指定して交付する補助金や
負担金）など
市債＝市が特定の事業などに充てるための長期的な借り入
れ金
譲与税・交付金＝主に国が国税の一部を地方に交付するも
の（地方譲与税）など
県＝県支出金（県が使い道を指定して交付する補助金や負
担金）など
その他＝使用料および手数料（体育施設使用料や住民票交
付手数料）や繰入金（基金繰入金）など

民生費＝社会福祉、身体障害者・高齢者・児童福祉、生活保護
などに要する経費
土木費＝道路の建設や維持管理、河川改修、街路事業、都市
計画、土地区画整理、市営住宅建設、公園整備などに要する
経費
商工費＝商工業や観光の振興、計量検査、消費生活対策に要
する経費
公債費＝借入金の元金・利子の償還金
教育費＝小中学校、養護学校、市立前橋高、幼稚園、前橋工科
大、社会教育、保健体育などに要する経費
総務費＝市の内部管理、税金の徴収、支所の運営などに要す
る経費
衛生費＝健康づくり、保健所、ごみの処理などに要する経費
その他＝消防費、農林水産業費など

平成21年度予算
主 な 取 り 組 み

歳入

1194.9億円

市税

39.9％
477.1億円

交付税

9.7％
115.5億円

国

9.7％
115.5億円

市債

9.6％
115.1億円

譲与税・交付金

5.1％
60.8億円

県

4.3％
51.7億円

その他

21.7％
259.2億円

歳出

1194.9億円
計 計

民生費

27.0％
322.9億円

土木費

15.5％
184.9億円

商工費

12.8％
152.4億円

公債費

12.4％
148.4億円

総務費

7.7％
92.2億円

衛生費

6.8％
81.5億円

その他

7.2％
85.7億円

教育費

10.6％
126.9億円

歳入

1194.9億円

市税

39.9％
477.1億円

交付税

9.7％
115.5億円

国

9.7％
115.5億円

市債

9.6％
115.1億円

譲与税・交付金

5.1％
60.8億円

県

4.3％
51.7億円

その他

21.7％
259.2億円

歳出

1194.9億円
計 計

民生費

27.0％
322.9億円

土木費

15.5％
184.9億円

商工費

12.8％
152.4億円

公債費

12.4％
148.4億円

総務費

7.7％
92.2億円

衛生費

6.8％
81.5億円

その他

7.2％
85.7億円

教育費

10.6％
126.9億円

　問い合わせは　財政課　☎898−6542

一般会計予算の内訳
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■ 中核市への移行、富士見村との合併を踏まえた行政経営の強化
　保健所の運営、移譲事務の円滑な推進、新市建設計画・新市基本計画の着実な推進、効果的な行政評価手法の確立など

■ 市民が実感できる「暮らしやすさ」の創出
　健康・医療・福祉部門の連携強化の推進、「子ども」や「高齢者」関連施策の総合的な推進と展開、公共交通システム全体の見直し、

利便性の向上など

■ 生命都市の実現に向けた地域特性の積極的な活用
　豊かな自然環境を体験できる環境学習・環境教育の推進、豊かな食材を活用した新たなブランドの形成など

■ 快適で暮らしやすいまちづくり（都市基盤・安全安心）
　良好な都市基盤の整備、円滑な都市交通網の構築、安全で安心して暮らせるまちづくりの推進

○中心市街地再生事業（再開発） 848万円
・土地区画整理事業   64億3,351万円
・市営住宅の整備 ３億100万円
○地域優良住宅（高齢者型）家賃低廉化助成事業 500万円
・公共下水道の計画的整備   17億6,038万円
・道路の新設改良   24億6,440万円
○通信指令システム高度化事業  ４億9,828万円
・自治会等による青色防犯パトロールの推進（拡充） 28万円
・農産物安全安心推進事業の充実 352万円
・水道施設の計画的な整備  ９億3,231万円

「元気で楽しい前橋の実現に向けて」…本年度の３つの重点施策

「第六次総合計画主要６分野の推進へ」…事業の紹介（○は新規事業）

■ 市税
　急激な景気後退や雇用情勢の悪化を踏まえ、個人市民税は前年度に比べ約８億円、法人市民税は約18億円の大幅な減収。また、

固定資産税も地価の下落や新築住宅の伸び悩み、さらに本年度が評価替えの年に当たることなどから約10億円の減収も。その結

果、市税全体では前年度に比べ約39億円、7.5%の減を見込んでいます。

■ 地方交付税
　地方交付税は、中核市移行による増と国の交付税総額の伸びなどを踏まえ、前年度に比べ約28億円、31.4%の増を見込んでい

ます。

■ 国庫支出金
　国庫支出金は、事業の進捗状況による「まちづくり交付金」の減などから、約4億円、3.6%の減を見込んでいます。

■ 市債
　市債の発行額は約115億円で、前年度に比べ約８億円抑制しました。その結果、市債残高は前年度に比べ約10億円の縮減とな

る見込みです。市債残高の縮減は６年連続で、縮減額の累計は約122億円になります。

■ その他
　譲与税・交付金は、自動車重量譲与税や配当割交付金をはじめ、交付実績や景気悪化の影響などから減収の見込み。また、県支出

金は、中核市移行により県費負担金が減となることなどから、約13億円、19.7%の減を見込んでいます。繰入金では、財政調整基

金17億円、職員退職手当基金２億7,000万円、および減債基金２億円などの基金取り崩しによる収入を見込んでいます。

市営住宅のエレベータ設置　　

主な歳入の特徴

主な歳出の特徴
　第六次総合計画を着実に進めるため、中核市への移行や富士見村との合併を踏まえた行政経営の強化、市民が実感できる「暮ら

しやすさ」の創出、生命都市の実現に向けた地域特性の積極的な活用を重点施策とし、着実に推進していきます。また、住む人も訪

れる人も活気にあふれる「元気で楽しい前橋」、そして生命を尊び、はぐくみ、守り、誰もが安心して快適に暮らすことができる「生

命都市いきいき前橋」の実現を目指します。主な事業は次のとおりです。
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■ 恵み豊かな自然と共生するまちづくり（環境）
　人と自然が共生する快適環境の創造、環境への負荷の少ない循環型社会の形成、地域でつくる環境保全活動の推進

○前橋こども公園再整備事業  2,600万円
・前橋公園、敷島公園・ばら園整備事業 １億370万円
○産業廃棄物処理対策事業（中核市対応） 697万円
・農業集落排水処理施設の整備  ４億2,983万円
・有価物集団回収事業によるリサイクルの推進 １億254万円
○スーパー紙リサイクル庫設置事業 165万円
○バイオマスタウン構想策定 300万円
・ごみ処理施設等のシステム・新技術調査事業  2,710万円
○小水力発電調査・研究事業 106万円
○環境都市宣言５周年記念事業 181万円

■ 個々が光り輝くまちづくり（健康・福祉）
　市民の健康増進、安心して子育てできる環境の整備、生き生きと暮らせる高齢社会の実現、障害のある人への自立支援、共に支
えあう福祉社会の実現

○健康マップ作成 22万円
○新型インフルエンザ対策  1,266万円
・福祉医療費支給事業（子ども医療費無料など） 25億1,000万円
○新生児搬送用保育器（救急搬送用）の設置 205万円
○幼児同乗用自転車購入助成 100万円
・児童クラブの整備 5,787万円
・幼稚園就園奨励費補助の充実 ２億6,000万円
○母子寡婦福祉資金貸付金（中核市対応）  6,246万円
・介護施設等整備事業 1億4,572万円
・地域包括支援センターの充実 1億3,150万円
・障害者自立支援介護給付費・訓練等の給付費   20億5,351万円
○グループホーム等生活体験事業 200万円
○療育支援事業（中核市対応）  1,626万円

■ 地域資源を活かした活力のあるまちづくり（産業）
　活気ある商工業の実現、安心して生き生きと働ける環境の実現、にぎわい空間の創出、力強い農業の推進、地域の特性を活
かした観光・物産の振興

・特別融資預託金（拡充） 30億円
・産学官連携事業の推進   1,276万円
○販路拡大事業  240万円
・企業誘致促進 ２億円
○緊急雇用創出等（各事業に計上）事業  ２億2,394万円
・中小企業特別経営相談 50万円
・勤労者生活資金などの貸付  ７億9,221万円
・前橋プラザ元気21市民交流プラザの充実 681万円
○伝統野菜つくり交流事業 10万円
・担い手支援事業  4,201万円
○森林等管理支援事業（山羊放牧実証実験） 60万円
・「TONTONのまち」推進事業 300万円
○観光基本計画推進事業 916万円

平成21年度予算
主 な 取 り 組 み

市民憩いの場の整備

安心して子育てできる環境

にぎわう赤城山新坂平のツツジ
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・地域づくり推進事業  909万円
・農村環境保全向上活動の拡大 1,997万円
○外部監査制度の実施（中核市対応）  1,224万円
・まえばし市民ネットワークシステム（SNS）の運営 303万円
・統合型GIS整備事業 １億6,993万円
・情報システム最適化推進事業 １億4,289万円

■ 豊かな心をはぐくむまちづくり（教育・文化）
　豊かな人間性を培う社会教育の推進、共に学び合い、考える力をはぐくむ学校教育の推進、元気づくりのスポーツ振興,個性と
創造性あふれる地域文化の振興

・総社公民館整備事業 2,000万円
・児童文化センター再整備事業  5,050万円
○宮城公民館図書室のネットワーク化 547万円
・こども図書館の充実  4,176万円
・学校支援員等配置 １億984万円
・学校校舎・体育館などの改築、耐震補強事業 ４億6,214万円
○NHK特別巡回ラジオ体操の開催 17万円
○美術館構想の推進 493万円
○文化施設整備事業（市民文化会館） 6,000万円

■ 市民協働のまちづくり（行政）
　市民力・地域力を生かした市政の運営、経営感覚を持った行財政運営の推進、情報のひびき合うまちづくりの推進

図書館の充実

各地区の活動を支援

　財政基盤の確立を図るために歳入の確保と効率的な経費の執行が必要であることから、行財政改革を積極的に推進していま

す。主な取り組みは次のとおりです。（歳入金額は増収額、歳出金額は削減額）

■ 歳入関係
�市税滞納額などの縮減に向けた差押と公売の継続的な推進
　　市税の収納率も年々上昇しています。（19年度…91.4%、20年度見込み…92.1%）

�市税などのコンビニ収納
　　軽自動車税、個人市県民税、固定資産税・都市計画税、国民健康保険税など

�広告収入の確保・拡充：1,370万円
　　広報まえばしなどに広告を掲載します。(18年度導入から4年間累計で約4,598万円の収入)

�清掃工場の熱エネルギー利用、資源化物の売却促進：1億372万円
　　清掃工場で発生した熱エネルギーで発電し電力を売却。また、回収したペットボトルや瓶・缶を売却します。

■ 歳出関係
�職員の削減（45人削減）：▲3億8,555万円
　　正規職員や嘱託職員の人数を減らし、人件費を削減します。（17年度から21年度の5年間の削減累計196人、14億8,000万円）

�特別職と一般職人件費の削減：▲3,798万円
　　市長以下の特別職給料の見直し、一般職の管理職手当・通勤手当および特殊勤務手当の見直しを行います。

�議員定数の削減（46人→40人へ）：▲4,932万円
�市債残高の縮減：▲9億4,765万円
　　15年度から21年度までの6年間で122億4,000万円の縮減となります。

�補助金の見直し
　　スクラップアンドビルドの視点などから団体運営費補助金などを見直し、保育所へのAED設置などの財源に活用します。

�その他の見直しでは公共工事コストの縮減や物品購入の電子入札導入による事務の効率化など

行財政改革の積極的な推進
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※15年度から合併町村分を含めた残高で19年度までは決算額、20年度・21年度は見込額です。

※母子寡婦福祉資金の貸付は中核市移行により県から移譲を受けて行うもので貸付金の財源として起債（借入金）を行います。

※グリーンドーム前橋の借入金はグリーンドームとドームパーキングの建設によるもので22年度に償還終了。

※市土地開発公社は短期借入金残高、前橋工業団地造成組合は短期借入金残高を含みます。

市全体の借入金残高状況（関連団体を含む）

区
分 会　　計 15 年度末

残高②
16 年度末

残高
17 年度末

残高
18 年度末

残高
19 年度末

残高
20 年度末
残高見込

21 年度末
残高見込①

15 年度末
との比較縮減額

①−②

前
橋
市

一般会計 1,465.2 1,425.3 1,398.6 1,375.6 1,362.3 1,352.2 1,342.8 ▲ 122.4

農業集落排水事業特別会計 38.8 41.4 43.3 45.4 47.2 50.7 51.9 13.1

競輪特別会計 12.4 11.6 10.8 9.9 9.0 8.2 7.3 ▲ 5.1

母子寡婦福祉資金貸付金特
別会計 − − − − − − 0.1 0.1

水道事業会計 238.3 233.2 227.6 222.7 217.7 207.3 199.9 ▲ 38.4

下水道事業会計 528.1 522.6 514.8 504.7 496.2 486.6 475.9 ▲ 52.2

小計 2,282.8 2,234.1 2,195.1 2,158.3 2,132.4 2,105.0 2,077.9 ▲ 204.9

市
の
関
連
団
体

前橋市土地開発公社 180.7 153.8 137.2 129.7 124.9 113.8 111.7 ▲ 69.0

前橋工業団地造成組合 193.0 173.3 172.9 147.8 128.6 103.4 110.2 ▲ 82.8

グリーンドーム前橋 22.3 13.8 9.5 6.7 4.4 2.4 0.7 ▲ 21.6

小計 396.0 340.9 319.6 284.2 257.9 219.6 222.6 ▲ 173.4

合　　計 2,678.8 2,575.0 2,514.7 2,442.5 2,390.3 2,324.6 2,300.5 ▲ 378.3

平成21年度予算
主 な 取 り 組 み

　福祉、土木、教育関係をはじめとした事業を行う一般会計の借入金残高は、下表のとおり15年度末からの６年間で122億

4,000万円の縮減ができる見込みです。また、21年度末の特別会計や市関連団体を含めた全体の借入金残高は、2,300億5,000

万円。６年間で378億3,000万円の縮減ができる見込み。今後も借入金残高の縮減をさらに進め、健全な財政運営を行うよう努

めます。

（単位　億円）

農林水産業費
5,435円

教育費
3万9,808円

民生費
10万1,339円

労働費
3,531円

総務費
2万8,938円

土木費
5万8,012円

議会費
2,047円

衛生費
2万5,584円

商工費
4万7,823円

その他
942円

消防費
1万4,936円

公債費
4万6,572円

etc.

　市の一般会計予算額は、1,194億8,804万円。市民一人当たりでは37万4,967円で、下のような目的の事業に使われます。

借入金残高を縮減し健全な財政運営に

市民一人当たりの予算 （一般会計…昨年12月末の住民基本台帳人口 31万8,663人で算出）
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　固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

の
賦
課
期
日
に
所
有
す
る
固
定
資
産

（
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
）
の
所
有

者
が
そ
の
固
定
資
産
の
価
格
を
基
に

算
定
さ
れ
た
税
額
を
そ
の
資
産
の
あ

る
市
町
村
に
納
め
る
税
。
市
民
税
と

共
に
環
境
衛
生
や
福
祉
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め

の
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

都
市
計
画
税
は
市
街
化
区
域
、
用
途

区
域
内
に
土
地
・
家
屋
を
所
有
す
る

人
が
、
固
定
資
産
税
と
併
せ
て
納
め

る
目
的
税
。
土
地
区
画
整
理
事
業
や

道
路
・
公
園
整
備
な
ど
の
都
市
計
画

事
業
の
費
用
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

土
地
評
価
は

均
衡
・
適
正
に

　評
価
替
え
に
あ
た
り
、
総
務
大
臣

が
定
め
た
固
定
資
産
評
価
基
準
に
基

づ
く
適
正
な
評
価
を
目
指
し
、
評
価

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　宅
地
の
評
価
は
、
地
価
公
示
価
格
な

ど
の
７
割
を
目
標
に
、
地
価
公
示
地
以

外
に
多
数
の
標
準
宅
地
を
選
び
、
平

成
20
年
１
月
１
日
を
価
格
調
査
基
準

日
と
し
て
不
動
産
鑑
定
士
の
鑑
定
評

価
を
実
施
。
地
価
下
落
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、
さ
ら
に
半
年
間
の
下
落
修

正
を
行
い
各
土
地
の
評
価
額
を
算
定

し
ま
し
た
。

■ 

税
負
担
の
均
衡
化

　土
地
の
固
定
資
産
税
は
、
税
額
が

急
に
上
が
ら
な
い
よ
う
に
、
本
年
度

の
評
価
額
に
対
す
る
前
年
度
課
税
標

準
額
（
税
額
算
出
時
に
税
率
を
掛
け

る
額
）
の
割
合
（
負
担
水
準
）
に
応

じ
て
、
税
負
坦
の
調
整
措
置
を
し
て

い
ま
す
。

　こ
の
措
置
に
よ
り
、
負
担
水
準
の

低
い
土
地
に
つ
い
て
は
、
税
負
担
の

公
平
性
が
早
期
に
実
現
で
き
る
よ
う

に
引
き
上
げ
、
負
担
水
準
の
高
い
土

地
は
税
負
担
の
据
置
や
引
き
下
げ
を

行
い
均
衡
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

■ 

都
市
計
画
税
の
調
整
措
置

　都
市
計
画
税
も
、
固
定
資
産
税
と

同
様
に
税
負
担
の
調
整
措
置
を
し
て

い
ま
す
。経

過
年
数
な
ど
を
考
慮
し

家
屋
を
評
価

　家
屋
の
評
価
は
、
新
築
家
屋
と
同

じ
建
物
を
そ
の
場
所
に
再
度
建
築
し

た
場
合
に
必
要
な
建
築
費
（
再
建
築

価
格
）
を
求
め
、
木
造
・
非
木
造
の

別
に
資
材
物
価
の
変
動
を
反
映
さ
せ

る
数
値
（
再
建
築
費
評
点
補
正
率
）

を
乗
じ
、
経
過
年
数
に
よ
る
減
価
な

ど
を
考
慮
し
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

　昨
年
中
に
新
増
築
さ
れ
た
家
屋
に

は
、
評
価
替
え
に
伴
う
新
し
い
評
価

基
準
（
平
成
21
年
基
準
）
を
適
用
。

こ
れ
は
平
成
19
年
１
月
現
在
の
東
京

都
の
建
築
資
材
な
ど
の
物
価
動
向
か

ら
算
定
さ
れ
た
全
国
統
一
の
基
準
を

基
に
、
地
域
差
な
ど
を
補
正
し
て
適

用
さ
れ
ま
す
。

縦
覧
と
閲
覧
は

４
月
１
日
か
ら

　土
地
・
家
屋
の
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧
と
課
税
台
帳
の
閲
覧
を
行
い

ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
紙
３

月
１
日
号
の
７
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
４
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭
の
執

務
時
間
内

会
場
＝
市
役
所
資
産
税
課
、
大
胡
・

宮
城
・
粕
川
支
所
（
各
支
所
は
管
内

の
土
地
・
家
屋
の
み
）

問
い
合
わ
せ
は
土
地
に
つ
い
て
は
資
産

税
課
☎
８
９
８
―
６
２
１
７
、
家
屋
に

つ
い
て
は
☎
８
９
８
―
６
２
１
８
、
償

却
資
産
・
そ
の
他
の
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
は
☎
８
９
８
―
６
２
１
６
へ

固
定
資
産
の
評
価

審
査
申
し
出
で
き
ま
す

　固
定
資
産
課
税
台
帳
の
登
録
価
格

に
対
し
不
服
が
あ
る
場
合
、
適
正
か

つ
公
平
な
価
格
を
審
査
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
た
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
に
審
査
の
申
し
出
が
で
き
ま
す
。

こ
の
委
員
会
は
市
長
が
市
議
会
の
同

意
を
得
て
委
員
を
選
任
し
た
機
関
で

あ
り
中
立
的
に
審
査
を
行
い
ま
す
。   

審
査
の
申
し
出
が
で
き
る
期
間
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

期
間
＝
納
税
通
知
書
を
受
け
と
っ
た

翌
日
か
ら
60
日
以
内

問
い
合
わ
せ
は
市
民
税
課
☎
８
９
８

―
６
２
１
０
へ

　本年度の固定資産税・都市計画税の納税通知書を今月中旬に
届くよう発送します。納税通知書には、税額・納期・課税の根拠な
どの明細を記載。また、領収証書貼付欄も設けています。なお、住
所などに変更があった場合や課税の内容に気付いた点がある
ときは、同封のハガキに記入して返送してください。

固定資産税などの通知書

平
成
21
年
度
は
土
地
や
家
屋
の
評
価
替
え

縦
覧
と
閲
覧
は
４
月
い
っ
ぱ
い

問い合わせは　
課税については　資産税課　☎898−6216
納付については　収納課　　☎898−6226

届いたら確認を



13

　本市では、太陽光発電システムの設置補助に629件（平成17年度～平成20年度の実
績）の利用がありました。この結果、年間でグリーンドーム前橋１杯分のCO2が削減に。
また、推定年間発電量を基に計算すると、約706世帯分（推定年間発電量÷１世帯あたり
の年間消費電力量）の電力を賄うことができました。

　住宅用太陽光発電システム設置費と浄化槽設置工事費の
一部を補助します。補助を受けるには、工事をする前に申請
し、交付決定を受けることが必要。必ず事前に環境課へ問い
合わせてください。申し込みは先着順。予算額に達した時点
で受け付けを終了します。

■ 太陽光発電設置費の一部補助
　住宅用太陽光発電システムを新規に設置する個人に補助
を行います。
対象＝来年３月31日㈬までに住宅用太陽光発電システムの
設置工事を完了し、電力会社と受給契約を締結して実績報告
書を提出できる人
補助金額＝１㌔㍗当たり６万円（24万円以内）
申し込み＝来年２月26日㈮までに環境課へ直接

■ 浄化槽設置費の一部補助
　生活雑排水がそのまま排出されると、河川が汚れるなど、
環境に悪影響を及ぼします。し尿だけでなく雑排水を処理で

きる浄化槽を設置する個人に次のとおり補助を行います。ま
た、新・増築や建て替えを伴わずに、既存の単独処理浄化槽や
汲み取り槽を適切に撤去・処分して合併処理浄化槽に換える
場合、補助金を加算します。
対象＝下水道などの整備予定がない地域（一部下水道認可区
域含む）で、一般住宅や店舗併用住宅（居住用部分が２分の１
以上）に浄化槽を設置し、来年３月31日㈬までに工事を完了
して実績報告書を提出できる人
補助金額＝〈５人槽〉15万円以内〈６・７人槽〉20万円以内〈８
～10人槽〉25万円以内〈既存単独処理浄化槽などからの転
換加算〉上記金額に30万円以内で加算
申し込み＝来年１月29日㈮までに環境課へ直接

設置費の一部を補助します太陽光発電や浄化槽

交付件数 太陽電池の
出力 推定年間発電量 CO2削減量

(排出されなかったCO2量)
1世帯あたりの
年間消費電力量

（参考）
設置者の平均出力

629件 2,416.18kW 253万9,888.42kWh/年

※2

140万9,638.07kg-CO2/年

※3

3,600kWh/年

※4
3.84kW

※1

※1　H17年度からH20年度の補助実績
※2　[推定年間発電量（kWh/年）]=太陽電池アレイ出力（kW）×システム利用率×365（日/年）×24（時間/日）
　　　システム利用率とは年間カレンダー時間（24時間×365日=8,760時間）に対する稼働率。日本における年平均値は、0.1～0.15程度（一般的に0.12）
※3　[CO2削減量（kg-CO2）]=推定年間発電量（kWh/年）×CO2排出原単位（kg-CO2/kWh）
        本市におけるCO2排出原単位については、市地球温暖化防止実行計画により0.555（kg-CO2/kWh）を使用
※4　新エネルギー財団ホームページ「もっと知りたい身近な新エネ/太陽光」より出典
※　　算出式:新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）ホームページより出典

太陽光発電システム設置で
706世帯分の電力を発電

　わたしたちの生活から出される生活排水に含まれる汚れは１日当たり約40㌘と
言われています。そのうち便所が13㌘、生活雑排水（台所・風呂・洗濯など）が27㌘で、
その大半が台所からの排水といわれています。水の汚れに関心を持ち、暮らしの中
から出る汚れを減らしましょう。

合併処理浄化槽設置で
水に優しい生活を

生活排水の排出BOD量 雑排水 27g し尿 13g

し尿 5g雑排水 27g　未処理で放流

雑排水 27g　未処理で放流

単独処理浄化槽の排出BOD量

汲み取り便所の排出BOD量

合併処理浄化槽の排出BOD量
4g

27g

32g

40g

し尿は単独処理浄化槽で処理されるが、
雑排水は未処理放流

し尿は汲み取られて、し尿処理場（BOD除去率99.9％以上）へ。
雑排水は未処理放流

し尿と雑排水は合併処理浄化槽で併せて
処理されBODは90％以上除去される

※BOD：生物的化学酸素要求量。汚水中の汚れの有機成分を示す。
単独処理浄化槽と合併処理浄化槽の処理性能比較
排出BOD※量（浄化槽構造基準の住宅汚水標準値g/人・日）

出典：「浄化槽の日」ニュースレター　　

　問い合わせは　環境課　☎898−6292
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　市内の各地区で狂犬病予防注射を行いま
す。大切な愛犬のため必ず受けてください。
また、しつけや散歩時のふんの後始末など
飼い主のマナーを守りましょう。

　昨シーズンは初参戦ながら、見事リーグ準優勝の

群馬ダイヤモンドペガサス。今シーズンは４月11日

㈯に、上毛新聞敷島球場（旧県営敷島球場）で開幕を

迎えます。市内での前期試合日程、入場料は右表のと

おり。初戦の相手は信濃グランセローズです。

　なお、来場の際は、公共交通機関をご利用ください。

　問い合わせは　衛生検査課　☎220−5777

入場料金区分 金額

自由席
大人 1,200円

小人 400円

市内の前期試合日程

日時 対戦相手 会場

４月11日㈯午後１時 信濃グランセローズ 上毛新聞敷島球場

５月 ２日㈯午後１時 新潟アルビレックス
前橋市民球場

６月14日㈰午後１時 福井ミラクルエレファンツ

　問い合わせは
　群馬スポーツマネジメント　☎027−384−3155

開幕開幕開幕開幕選手と共に成長し
群馬と共に夢を追う!

　犬の登録と狂犬病予防注射を行いま

す。飼い主には、生涯１回の登録と年１回

の狂犬病予防注射が義務付けられてい

ます。登録済みの犬の飼い主には申請書

を送付しますので、注射を受けるときに

必ず持参してください。

日時・会場＝15㌻表のとおり

対象＝生後91日以上の犬と飼い主

費用＝〈登録と注射〉一頭につき6,300円

〈注射のみ〉同3,300円

用意する物＝申請書、初めて登録する場

合は飼い主の住所・氏名・電話番号・犬の

種類・性別・生まれた年・毛色（白・黒・茶・

灰）・体格（大・中・小）・呼び名を記入したメ

モ

■ 注射を見合わせるとき
　飼い犬が、病気などの理由で本年度の

注射を見合わせる場合は、動物病院で飼

い犬の注射猶予書か診断書を発行して

もらってください。

■ 市外から転入した場合
　市外から犬を連れて転入した場合は

届け出が必要です。転入前の居住地で交

付された犬鑑札を用意して、狂犬病予防

注射会場か保健所衛生検査課で手続き

しましょう。

■ 注射会場での注意
　たくさんの犬が集まったり、予防注射

をしたりして、犬が興奮することがあり

ます。犬を押さえられる人が連れてきて

ください。

■ 飼い犬には鑑札を
　犬鑑札を簡単に付けられるように取り

付けリングを会場で配布しています。飼

い犬に必ず付けましょう。

■ 飼い方はマナーよく
　ペット（犬、猫など）は、愛情を持って飼

うとともに、マナーも大切です。散歩の時

は、ふんの後始末をきちんとしましょう。

■ 登録と注射、動物病院でも
  市の委託を受けた動物病院では犬鑑

札・注射済票の交付や登録手数料の収納

も行っています。その際、別に費用が掛か

る場合も。詳しくは動物病院へ問い合わ

せてください。

の責任
登録と予防注射忘れずに

愛犬と楽しく暮らすために
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犬の健康管理は飼い主
日時 会場

４
月

20日㈪
午前9時30分～11時 大利根町公民館
午後1時～2時 古市町公民館

21日㈫
午前9時30分～11時 清里公民館
午後1時～2時30分 元総社四区公民館

22日㈬
午前9時30分～11時 荒牧町公民館
午後1時～1時45分 川原町公民館

23日㈭
午前9時30分～11時 泉沢町公民館
午後1時～2時30分 西大室町公民館

24日㈮
午前9時30分～10時 嶺町公民館
午前10時30分～11時 金丸町公民館
午後1時～1時30分 紅雲町二丁目厳島神社

５
月

8日㈮
午前9時30分～11時 下新田町公民館
午後1時～2時30分 下細井団地集会所

11日㈪
午前9時30分～11時 総社公民館
午後1時～1時30分 総社町桜が丘集会所
午後2時15分～45分 青梨子町前原集落センター

12日㈫

午前9時30分～11時 龍蔵寺町公民館
午前9時30分～10時 東金丸自治会館
午前10時30分～11時 白草公民館

午後1時～1時45分
西片貝町公民館
滝窪公民館

午後2時15分～45分
朝日町一丁目公民館
下滝公民館

13日㈬

午前9時30分～10時 荒子町農業構造改善センター
午前9時30分～10時30分 茂木多目的集会施設
午前10時30分～11時 鶴が谷町公民館
午前11時～11時30分 足軽町第11区自治会館
午後1時～1時30分 荒口町公民館
午後1時～1時45分 横沢多目的集会センター
午後2時15分～3時 堀越公民館

14日㈭

午前9時30分～10時15分 上大屋衆会場
午前9時30分～11時 幸塚町公民館
午前10時45分～11時30分 樋越広場
午後1時～1時45分 河原浜住民センター
午後1時～2時 田口町公民館

15日㈮

午前9時30分～10時 鳥羽町東部公民館
午前10時45分～11時15分 江田町公民館
午後1時～1時30分 石倉町中部公民館
午後2時15分～45分 高井町公民館

17日㈰ 午前9時30分～11時30分 大胡支所

18日㈪
午前9時30分～11時 上小出町公民館
午後1時～1時45分 北代田町公民館

19日㈫

午前9時30分～10時 江木団地集会所
午前10時～10時30分 中之沢住民センター
午前10時30分～11時 亀泉町公民館
午前11時～11時30分 室沢集落センター
午後1時～1時30分 日吉町二丁目公民館
午後1時～1時45分 月田公民館
午後2時～2時30分 三河町一丁目公民館
午後2時15分～45分 稲里集落センター

20日㈬

午前9時30分～10時15分 新屋住民センター
午前9時30分～11時 芳賀公民館
午前10時45分～11時30分 女渕公会堂
午後1時～1時45分 小坂子町公民館
午後1時～2時 深津集落センター

21日㈭

午前9時30分～10時30分 込皆戸集会所
午前9時30分～11時 富田町集落センター
午前11時～11時30分 中区民センター
午後1時～2時 膳集出荷所
午後1時～2時30分 城南公民館

22日㈮
午前9時30分～11時 元総社公民館
午後1時～1時45分 稲荷新田町公民館

狂犬病予防注射会場
日時 会場

５
月

24日㈰
午前9時30分～11時30分

桂萱公民館
粕川支所

午後1時30分～3時30分 上川淵公民館

25日㈪
午前9時30分～11時 駒形町会議所
午後1時～1時45分 上川淵公民館上北分館
午後2時15分～45分 山王町二丁目公民館

26日㈫

午前9時30分～10時 堀之下町公民館
午前9時30分～11時30分 鼻毛石町集落センター
午前10時30分～11時 東片貝町公民館

午後1時～1時45分
三俣町二丁目公民館
柏倉町集落センター

午後2時15分～3時 柏倉町コミュニティーセンター

27日㈬

午前9時30分～11時 飯土井町公民館
午前9時30分～11時30分 苗ヶ島町集落センター
午後1時～1時45分 三夜沢赤城神社氏子会館前
午後1時～2時30分 下増田町公民館
午後2時15分～3時 市之関町集落センター

28日㈭

午前9時30分～11時 端気地区農作業準備休養施設
午前9時30分～11時30分 大前田町集落センター
午後1時～1時30分 勝沢町公民館
午後1時～2時 馬場町集落センター
午後2時～2時45分 上細井町公民館

29日㈮
午前9時30分～11時 南橘公民館
午後1時～2時30分 若宮町四丁目公民館

31日㈰
午前9時30分～11時30分

東公民館
宮城支所

午後1時30分～3時 市保健所

６
月

1日㈪
午前9時30分～11時 下川町公民館
午後1時～2時 力丸町会議所

2日㈫
午前9時30分～11時 小屋原町公民館
午後1時～2時 永明公民館

3日㈬
午前9時30分～11時 天川大島町原町自治会館
午後1時～1時30分 南町四丁目公民館
午後2時～2時30分 南町二丁目公民館

4日㈭
午前9時30分～11時 上大島町公民館
午後1時～1時45分 小島田町公民館
午後2時30分～3時 表町一丁目自治会館

5日㈮
午前9時30分～11時 下川淵公民館
午後1時～1時30分 亀里町竜門集落センター
午後2時～2時30分 後閑町公民館

8日㈪
午前9時30分～10時 第五コミュニティセンター
午前10時30分～11時 文京町二丁目自治会館
午後1時～1時30分 諏訪会館(城東町二丁目)

9日㈫
午前9時30分～11時 下大島町公民館
午後1時～2時 天川大島町本町公民館

10日㈬
午前9時30分～11時 市水道局
午後1時～1時30分 緑が丘町公民館
午後2時～2時30分 昭和町一丁目萩公民館

11日㈭
午前9時30分～11時 山王町一丁目集会所
午後1時～1時30分 広瀬町二丁目集会室
午後2時～2時30分 朝倉町集会室

12日㈮
午前9時30分～11時 六供町集会所
午後1時～2時 上佐鳥町公民館

22日㈪
午前9時30分～11時30分 中島住民センター
午後1時～3時 時東住民センター

23日㈫
午前9時30分～11時30分 米野会館
午後1時～3時 原中会館

24日㈬
午前9時30分～11時30分 新地会館
午後1時～3時 所替戸農業者研修センター

25日㈭ 午前9時30分～11時30分 石井一区住民センター駐車場
28日㈰ 午前9時30分～11時30分 富士見支所



　

１
月
に
東
京
で
行
わ
れ
た
７
人
制
女
子

ラ
グ
ビ
ー
23
歳
以
下
の
日
本
代
表
選
考
会

で
代
表
選
手
に
選
出
さ
れ
た
。
今
回
の
選

考
は
18
歳
か
ら
23
歳
ま
で
の
若
い
世
代
が

対
象
。
香
港
で
の
国
際
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で

経
験
を
積
み
、
更
に
大
き
な
成
長
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　
「
選
考
発
表
で
自
分
の
名
前
が
呼
ば
れ

た
時
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
未
知
の
世

界
で
す
が
、
普
段
の
自
分
の
力
を
存
分
に

発
揮
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
」

　

15
人
制
ラ
グ
ビ
ー
で
は
ス
ク
ラ
ム
ハ
ー

フ
を
務
め
る
が
、
日
本
代
表
の
７
人
制
で

は
フ
ォ
ワ
ー
ド
の
右
プ
ロ
ッ
プ
。
15
人
制

と
は
違
い
攻
撃
や
守
備
の
分
担
が
な
い
分
、

持
久
力
が
必
要
だ
。

　
「
守
備
範
囲
が
広
い
の
で
、
常
に
次
の

こ
と
を
考
え
、
周
り
を
広
く
見
る
こ
と
に

気
を
付
け
て
い
ま
す
」

　

ラ
グ
ビ
ー
と
の
出
会
い
は
高
１
の
秋
。

母
の
知
人
か
ら
前
橋
レ
デ
ィ
ー
ス
を
紹
介

さ
れ
、
入
部
し
た
。

　
「
幅
広
い
年
齢
の
人
が
い
て
、
本
当
に

楽
し
く
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
監
督
を
は

じ
め
多
く
の
先
輩
に
丁
寧
な
指
導
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
ク
ラ
ブ
と
の
出
会

い
が
、
わ
た
し
の
ラ
グ
ビ
ー
人
生
の
原
点

で
す
。
も
っ
と
多
く
の
人
に
女
子
ラ
グ
ビ

ー
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
一
緒
に
プ

レ
ー
で
き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
」

　

現
在
、
前
橋
医
療
福
祉
専
門
学
校
に
在

学
中
。
将
来
は
理
学
療
法
士
を
目
指
す
。

時
間
が
あ
る
時
は
、
ビ
ー
ズ
作
り
や
ネ
イ

ル
ア
ー
ト
も
楽
し
む
。

　
「
も
っ
と
練
習
を
し
て
、
走
れ
て
当
た

り
負
け
し
な
い
選
手
に
な
り
た
い
で
す
」

　

大
き
な
希
望
を
胸
に
世
界
へ
羽
ば
た
い

て
ほ
し
い
。

女
子
ラ
グ
ビ
ー
の
楽
し
さ
伝
え
た
い

７人制女子ラグビーU-23日本代表

阿久津　愛里さん・19歳
東片貝町

　

市
の
北
部
、
県
道
大
胡
赤
城
線
の
柏

倉
交
差
点
を
北
上
し
、
７
０
０
㍍
ほ
ど

先
の
信
号
機
の
あ
る
交
差
点
を
西
に
曲

が
る
と
、
北
側
の
棚
田
越
し
に
見
え
る

森
。
こ
の
中
に
、
国
重
要
文
化
財
・
阿

久
沢
家
住
宅
が
あ
り
ま
す
。

　

赤
城
山
南
ろ
く
地
域
に
は
、
中
２
階

造
り
で
、
屋
根
の
一
部
を
切
り
上
げ
て

養
蚕
に
適
し
た
採
光
と
通
気
を
配
慮
し

た
赤
城
型
民
家
と
呼
ば
れ
る
古
民
家
が

多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

阿
久
沢
家
住
宅
は
、
そ
の
造
り
と
は
全

く
異
な
る
か
や
ぶ
き
寄
せ
棟
造
り
の
平

屋
の
建
物
。
至
っ
て
シ
ン
プ
ル
な
姿
を

し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
43
年
に
実
施
し
た
県
下
の
民
家

緊
急
調
査
で
、
県
内
の
古
民
家
の
特
徴

を
示
す
好
例
と
し
て
、
昭
和
45
年
６
月

17
日
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
49
年
か
ら
50
年
に
か
け

て
全
面
解
体
修
理
を
行
い
、
建
築
当
初

の
形
に
復
元
整
備
。
そ
の
建
築
手
法
か

ら
、
17
世
紀
後
半
（
江
戸
時
代
前
期
）

ご
ろ
の
建
築
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
阿
久
沢
家
住
宅
は
、
当
主
の
阿

久
沢
純
一
さ
ん
が
保
存
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
七
の
会
」
や
「
阿
久

沢
家
住
宅
を
守
る
会
」
な
ど
の
近
隣
の

有
志
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
が
定
期
的
に
清
掃
活
動
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

阿
久
沢
家
の
縁
側
に
座
り
、
屋
敷
口

の
桜
を
の
ん
び
り
と
眺
め
る
ひ
と
と
き

は
格
別
で
す
。
加
え
て
、
舞
い
散
る
桜

の
花
び
ら
越
し
に
見
る
阿
久
沢
家
住
宅

の
姿
も
ま
た
一
段
と
素
晴
ら
し
い
も
の
。

ぜ
ひ
、
こ
の
時
季
訪
ね
て
み
た
い
文
化

財
で
す
。

国
重
要
文
化
財  

阿
久
沢
家
住
宅

県
を
代
表
す
る
古
民
家

問
い
合
わ
せ
は　

文
化
財
保
護
課　

☎
２
３
１
│
９
５
３
１

問
いい
合
わ
せ
は

い
合
わ
せ
は

財
保
護
課

は

文
化
財

い
に
し
え

そ
の
一

いきいき
まえばし

CITY WATCHINGシティウォッチング

名主や組頭を務めた旧家
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市
民
が
参
加
し
た
前
二
子
古
墳
石
室
復
元
市
民
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
。
そ
の
完
成
を
記
念
し
て
、
３
月
15
日
前
橋
プ
ラ
ザ
元

気
21
で
講
演
会
と
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
復
元
さ
れ
た
装

身
具
類
な
ど
に
、
訪
れ
た
人
は
真
剣
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
間
近
で
見
学

希望を両手に新たな旅立ち

時空を超えて古墳時代へ

　３月13日、市立中学校21校で卒業証書授与
式を行いました。ことしは、2,780人の中学生
が卒業。七中では、新校舎に移転・開校して初
めての卒業式。185人が３年間の思い出を胸に、
それぞれの道へと元気に巣立っていきました。

　３月14日、前橋赤十字病院でドクター
ヘリ見学会が行われました。屋上のヘリ
ポートは強風とみぞれ交じりの雨が降る
あいにくの空模様。参加者は機体をバッ
クに写真を撮ったり、係員から離陸や着
陸方法などの説明を聞いたりしました。

迫力の演奏で観客を魅了

　3月21日、市民文化会館でミュージック・
フェスタ2009を開催しました。市内20の中
学校吹奏楽部員一同が集まり、1年間の部活
動の成果を披露。出演者全員での演奏も。訪
れた大勢の人たちは、多彩な曲目と迫力ある
サウンドを満喫しました。

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎224-111117



INFORMATION
市
民
体
育
館
―
―
―
―
―
―
―
―
―

□
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

日
時
＝
５
月
８
日
〜
７
月
10
日
の
金

曜
10
回
、
午
前
10
時
〜
11
時

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
40
人

（
抽
選
）

費
用
＝
２
，
０
０
０
円
と
施
設
使
用

料□
初
心
者
太
極
拳

日
時
＝
①
５
月
12
日
〜
７
月
14
日
の

火
曜
10
回
、
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

②
５
月
14
日
〜
７
月
16
日
の
木
曜
10

回
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
初
心
者
、

各
30
人
（
抽
選
）

費
用
＝
各
２
，
０
０
０
円
と
施
設
使

用
料

□
経
験
者
太
極
拳

日
時
＝
５
月
12
日
〜
７
月
14
日
の
火

曜
10
回
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
経
験
者
、

30
人
（
抽
選
）

費
用
＝
２
，
０
０
０
円
と
施
設
使
用

料□
幼
児
体
育

日
時
＝
５
月
13
日
〜
６
月
12
日
の
水

金
曜
10
回
、
①
午
後
３
時
〜
４
時
②

午
後
４
時
〜
５
時

対
象
＝
平
成
15
年
４
月
２
日
〜
17
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児
、
各
30
人

（
抽
選
）

費
用
＝
各
１
，
０
０
０
円
と
施
設
使

用
料

申
以
上
４
つ
の
教
室
は
４
月
15
日
㈬

（
必
着
）ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
（
各

コ
ー
ス
１
人
１
通
）。
教
室
名
・
時

間
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
（
学
年
）・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒
３
７
１
│

０
８
１
６
上
佐
鳥
町
４
６
０
│
１
・

市
民
体
育
館
（
☎
２
６
５
│
０
９
０

０
）
へ

□
初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

日
時
＝
４
月
23
日
〜
６
月
25
日
の
木

曜
８
回
、
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
初
心
者
、

先
着
30
人

費
用
＝
２
，
０
０
０
円
と
施
設
使
用

料申
４
月
22
日
㈬
ま
で
に
同
館
☎
２
６

５
│
０
９
０
０
へ

□
体
操

日
時
＝
４
月
９
日
〜
９
月
24
日
の
毎

週
木
曜
、
午
後
６
時
〜
８
時

対
象
＝
〈
器
械
体
操
〉
小
３
〜
小
６

〈
新
体
操
〉
小
１
〜
小
６

費
用
＝
月
額
各
２
，
５
０
０
円

申
開
催
初
日
に
会
場
へ
直
接

問
市
体
操
協
会
・
田
子
さ
ん
☎
２
２

４
│
４
７
０
９
へ

王
山
運
動
場
―
―
―
―
―
―
―
―
―

□
親
子
サ
ッ
カ
ー

日
時
＝
５
月
９
日
〜
６
月
６
日
の
土

曜
５
回
、
午
後
３
時
〜
４
時

対
象
＝
平
成
15
年
４
月
２
日
〜
17
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児
と
そ
の
親
、

15
組
（
抽
選
）

費
用
＝
１
組
２
，
３
０
０
円

□
小
学
生
陸
上

日
時
＝
５
月
13
日
〜
６
月
５
日
の
水

金
曜
８
回
、
午
後
５
時
〜
６
時

対
象
＝
小
３
〜
小
６
、30
人
（
抽
選
）

費
用
＝
１
，
３
５
０
円

□
小
中
学
生
陸
上

日
時
＝
５
月
16
日
〜
30
日
の
土
曜
３

回
、
午
前
９
時
〜
正
午

対
象
＝
小
中
学
生
、
１
０
０
人
（
抽

選
）

費
用
＝
３
０
０
円

□
小
学
生
サ
ッ
カ
ー

日
時
＝
５
月
12
日
〜
６
月
４
日
の
火

木
曜
８
回
、
午
後
４
時
30
分
〜
５
時

30
分

対
象
＝
小
１
〜
小
３
、30
人
（
抽
選
）

費
用
＝
１
，
１
５
０
円

申
以
上
４
つ
の
教
室
は
４
月
15
日
㈬

（
必
着
）ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
（
各

コ
ー
ス
１
人
１
通
）。教
室
名
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
（
学
年
）・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
〒
３
７
１
│
０
８
１
６
上

佐
鳥
町
４
６
０
│
１
・
市
民
体
育
館

（
☎
２
６
５
│
０
９
０
０
）
へ

大
渡
温
水
プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

□
室
内
サ
ッ
カ
ー

日
時
＝
５
月
８
日
〜
７
月
10
日
の
金

曜
10
回
、
午
後
４
時
30
分
〜
５
時
30

分　対
象
＝
小
３
・
小
４
、
20
人
（
抽
選
）

費
用
＝
１
，
０
０
０
円

□
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

日
時
＝
①
５
月
８
日
〜
６
月
26
日
の

金
曜
８
回
②
５
月
12
日
〜
６
月
30
日

の
火
曜
８
回
、
午
前
10
時
10
分
〜
11

時
10
分　

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
各
30

人
（
抽
選
）

費
用
＝
各
２
，
０
０
０
円
と
施
設
使

用
料

□
健
康
温
水
プ
ー
ル
浴

日
時
＝
５
月
11
日
〜
６
月
29
日
の
月

曜
８
回
、
午
前
10
時
10
分
〜
11
時
10

分対
象
＝
50
歳
以
上
、
30
人
（
抽
選
）

費
用
＝
２
，
０
０
０
円
と
施
設
使
用

料申
以
上
３
つ
の
教
室
は
４
月
15
日
㈬

（
必
着
）ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
（
各

コ
ー
ス
１
人
１
通
）。
教
室
名
（
曜

日
・
時
間
）
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒
３
７
１
│

０
８
１
６
上
佐
鳥
町
４
６
０
│
１
・

市
民
体
育
館
（
☎
２
６
５
│
０
９
０

０
）
へ

目指せ未来のJリーガー

スポーツ大会情報スポーツ大会情報

●春季家庭婦人バレーボール（4月19日㈰、市民体育館）

●卓球選手権（4月29日㈬、市民体育館）

詳しくは市民体育館（☎265-0900）に問い合わせ
るか、本市ホームページをご覧ください。

教
室

〈前橋七夕まつり〉７月９日㈭～12日㈰
〈前橋花火大会〉８月８日㈯
〈前橋まつり〉10月10日㈯・11日㈰
〈前橋初市まつり〉来年１月９日㈯
問観光課☎210-2189へ

ス
ポ
ー
ツ

市の４大イベント日程
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申＝申し込み　問＝問い合わせ

総
合
運
動
公
園
―
―
―
―
―
―
―
―

□
テ
ニ
ス

日
時
＝
４
月
22
日
〜
５
月
15
日
の
水

金
曜
６
回
、
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
＝
19
歳
以
上
、
30
人
（
抽
選
）

費
用
＝
３
，
５
０
０
円

□
ヨ
ガ

日
時
＝
①
５
月
11
日
〜
７
月
27
日
の

月
曜
10
回
②
５
月
14
日
〜
７
月
23
日

の
木
曜
10
回
、
午
前
10
時
30
分
〜
正

午対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
各
40

人
（
抽
選
）

費
用
＝
各
２
，
０
０
０
円
と
施
設
使

用
料

申
４
月
15
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
（
各
コ
ー
ス
１
人
１
通
）。

教
室
名
（
曜
日
・
時
間
）・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒
３
７

１
│
０
８
１
６
上
佐
鳥
町
４
６
０
│

１
・
市
民
体
育
館
へ

問
総
合
運
動
公
園
☎
２
６
８
│
１
９

１
１
へ

そ
の
他
の
施
設
―
―
―
―
―
―
―
―

□
サ
イ
ク
リ
ン
グ
白
井
宿
（
八
重
桜

見
学
）

日
時
＝
４
月
26
日
㈰
午
前
９
時
、
Ｊ

Ｒ
前
橋
駅
南
口
集
合

コ
ー
ス
＝
利
根
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

ー
ド
↓
大
正
橋
↓
白
井
宿
↓
道
の
駅

用
意
す
る
物
＝
昼
食
、
水
、
タ
オ
ル
、

帽
子
か
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
雨
具
な
ど

申
当
日
集
合
場
所
へ
直
接

問
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
・
狩
野
さ

ん
☎
２
２
４
│
２
７
７
３
へ

□
元
気
ひ
ろ
げ
た
い
そ
う
体
験

日
時
＝
４
月
15
日
㈬
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
、
先

着
20
人

申
４
月
14
日
㈫
ま
で
に
施
設
管
理
公

社
☎
２
２
０
│
５
０
７
３
へ

□
元
気
ひ
ろ
げ
た
い
そ
う
普
及
員
養

成日
時
＝
４
月
22
日
㈬
午
前
９
時
〜
午

後
４
時

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
、
先

着
20
人

申
４
月
21
日
㈫
ま
で
に
施
設
管
理
公

社
☎
２
２
０
│
５
０
７
３
へ

　

大
渡
温
水
プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
は
保
守
点
検
と
清
掃
の

た
め
、
プ
ー
ル
施
設
は
４
月
９
日
㈭

か
ら
19
日
㈰
ま
で
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

施
設
は
４
月
９
日
㈭
か
ら
13
日
㈪
ま

で
休
場
し
ま
す
。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
２
５
３
│
７
８
１

１
へ

　

身
近
な
環
境
活
動
に
自
由
に
取
り

組
む
「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」。
３

歳
か
ら
高
校
生
ま
で
の
２
人
以
上
と

大
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
１
人
集
ま
れ

ば
誰
で
も
参
加
で
き
、
い
つ
で
も
無

料
で
登
録
が
可
能
で
す
。

　

主
な
活
動
は
次
の
２
つ
。
仲
間
と

楽
し
み
な
が
ら
地
球
に
い
い
こ
と
始

め
ま
せ
ん
か
。

□
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
あ
く
し
ょ
ん

　

生
き
物
の
調
査
や
町
の
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
な
ど
、
環
境
に
関
す
る
こ
と

な
ら
何
で
も
取
り
組
め
ま
す
。

□
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
と
れ
ー
に
ん
ぐ

　

送
ら
れ
て
く
る
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

で
紹
介
さ
れ
る
も
の
で
、
生
活
の
中

で
地
球
や
環
境
の
こ
と
を
楽
し
く
考

え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

問
環
境
課
☎
８
９
８
│
６
２
９
２
へ

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
第

三
次
）
を
策
定
。
詳
し
く
は
本
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
計
画
を
策
定
す
る
に

当
た
り
行
っ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
（
意
見
募
集
）
の
結
果
は
、
４
月

30
日
㈭
ま
で
、
男
女
共
同
参
画
室
、

市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で

見
ら
れ
る
ほ
か
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
男
女
共
同
参
画
室
☎
８
９
８
│
６

５
１
７
へ

　桂萱地区の皆さんには、日ごろより地域
づくり推進事業に熱心に取り組んでいただ
き、心から感謝します。本日の「健康・く
らし」をテーマに桂萱地区の特色や個性を
生かして行ってきた活動報告に、大いに期
待しています。今後も市民の皆さん自ら、地
域の特性や魅力に磨きをかけてください。
わたしも、この事業を市内全域に広め、市
民の皆さんと共に「前橋らしさ」を生かし
た地域づくりに取り組んでいきます。

前橋らしさを
生かして

（３月22日・桂萱地区地域づくり推進大会）

前橋けいりん

開 催 日

4/11～14(場外)

4/16～19(場外)

4/21～23(場外)

チャメット君

保
守
点
検
と
清
掃
で

施
設
を
休
場
し
ま
す

男
女
共
同
参
画
の

基
本
計
画
を
策
定

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ

嶺公園の芝生墓地分譲します
　昨年度に造成した芝生墓地の分譲を行います。
また、Ａ型（5㎡）和洋式、Ｂ型（7.5㎡）和洋式、
Ｃ型（12㎡）和洋式も随時受け付けをしていま
す。
対象＝次のすべてを満たす人。①本市か富士見
村に住民登録し遺骨を所持している②ほかに墓
地を所持していない③永代使用料などを指定期
日までに納付できる④使用許可後３年以内に墓
碑などを設置できる⑤申込者が使用する
種別＝芝生墓地（4.5㎡）・カロート付定型、先
着32区画
分譲価格=31万3,000円（富士見村の人は56万3,000
円。ただし、５月５日㈫以降は、31万3,000円）
管理料=年2,830円
申４月10日㈮から執務時間内に、火（埋）葬許可
証か改葬許可証と住民票（富士見村の人のみ）を
用意し、嶺公園管理事務所（☎269-3838）へ直接

男
女
共
同
参
画

環
境
衛
生

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎224-111119

こんにちは
市長です



□
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
４
月
18
日
㈯
午
後
０
時
30
分

〜
１
時

内
容
＝
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
の
演
奏

□
カ
ル
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン
講
座

講
座
名
・
期
日
＝
右
表
の
と
お
り　

申
同
館
へ

□
市
民
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
７
月
11
日
㈯
午
後
７
時

内
容
＝
阪
哲
朗
さ
ん
の
指
揮
で
「
群

馬
交
響
楽
団
」が
ベ
ー
ト
ー
べ
ン
「
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
１
番
」「
交
響
曲
第
５
番 

運
命
」
な
ど
を
演
奏

入
場
料
＝
Ｓ
３
，
０
０
０
円
、
Ａ
２
，

０
０
０
円
、
Ｂ
１
，
０
０
０
円

□
イ
・
ム
ジ
チ
合
奏
団

日
時
＝
10
月
14
日
㈬
午
後
７
時

内
容
＝
世
界
最
高
峰
の
室
内
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
「
イ
・
ム
ジ
チ
合
奏
団
」
に

よ
る
ビ
バ
ル
デ
ィ
「
四
季
」
な
ど
の

演
奏

入
場
料
＝
Ｓ
５
，
５
０
０
円
（
学
生

３
，５
０
０
円
）、Ａ
４
，５
０
０
円
、

Ｂ
３
，
５
０
０
円
、
Ｃ
２
，
５
０
０

円前
売
り
＝
４
月
12
日
㈰
か
ら
同
館
で

□
思
い
出
の
映
画
劇
場

日
時
＝
４
月
15
日
㈬
午
後
２
時

内
容
＝
「
陪
審
員
」（
ブ
ラ
イ
ア
ン
・

ギ
ブ
ソ
ン
監
督
）

□
お
は
な
し
の
会

日
時
＝
土
曜
、
午
後
２
時
15
分
〜
50

分内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝

居
な
ど

□
お
母
さ
ん
の
た
め
の
絵
本
の
朗
読

と
お
話
会

日
時
＝
４
月
28
日
㈫
午
前
11
時
〜
正

午内
容
＝
絵
本
の
朗
読
、
お
話
な
ど

□
名
作
映
画
劇
場

日
時
＝
４
月
８
日
㈬
午
後
２
時

会
場
＝
総
合
教
育
プ
ラ
ザ

内
容
＝
「
ド
ル
フ
ィ
ン
ブ
ル
ー　

フ

ジ
、
も
う
い
ち
ど
宙そ
ら
へ
」（
松
山
ケ
ン

イ
チ
主
演
）

問
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
☎
２
３
０

│
９
０
９
４
へ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
解
説
員
が
、
大
室

古
墳
群
を
解
説
し
な
が
ら
案
内
し
ま

す
。
案
内
時
間
は
約
１
時
間
。
古
墳

に
つ
い
て
詳
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
４
月
11
日
㈯
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
、
大
室
公
園
民
家
園
集
合

対
象
＝
一
般

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
文
化
財
保
護
課
☎
２
３
１
│
９
８

７
５
へ

　

日
吉
町
三
丁
目
に
立
地
が
予
定
さ

れ
て
い
る
ヤ
オ
コ
ー
前
橋
日
吉
店
。

こ
の
店
舗
に
つ
い
て
大
規
模
小
売
店

舗
立
地
法
に
基
づ
き
、
設
置
者
が
県

に
提
出
し
た
新
設
届
出
書
に
関
す
る

地
元
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
４
月
17
日
㈮
午
後
６
時
30
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

問
に
ぎ
わ
い
商
業
課
☎
２
１
０
│
２

２
７
３
へ

　

こ
と
し
か
ら
、
労
働
保
険
の
年
度

更
新
の
申
告
・
納
付
の
時
期
が
変
更

と
な
り
ま
す
。
申
告
・
納
付
は
６
月

１
日
㈪
か
ら
７
月
10
日
㈮
ま
で
。
労

働
保
険
料
等
申
告
書
が
届
く
時
期
は

６
月
１
日
ご
ろ
に
な
り
ま
す
。
対
象

の
事
業
主
は
早
め
に
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
電
子
申

請
を
利
用
す
る
と
便
利
。
石
綿
（
ア

ス
ベ
ス
ト
）
健
康
被
害
救
済
の
た
め

の
一
般
拠
出
金
の
申
告
納
付
も
併
せ

て
お
願
い
し
ま
す
。

問
群
馬
労
働
局
☎
２
１
０
│
５
０
０

１
へ

分かりやすい解説で

イ
ル
カ
と
人
を
め
ぐ
る

奇
跡
と
感
動
の
実
話

散
策
し
な
が
ら

楽
し
く
古
墳
を
学
ぼ
う

新
店
舗
の
立
地
で

地
元
説
明
会
を
開
催

労
働
保
険
の
年
度
更
新

手
続
き
は
早
め
に

□
書
籍
１
４
０
冊
・
書
架
１
台
＝

第
１
回
卒
業
生
有
志
代
表
・
齋

藤
禎
さ
ん
か
ら
桂
萱
東
小
へ
。

寄
付

前橋テルサカルチャーサロン
講座名 期日

ボイストレーニング入門 ４月11日㈯
春の花のバスケット ４月12日㈰
気づき、行動できる質問術 ４月14日㈫
エクセル便利技！住所録編 ４月18日㈯
筑井孝子の絵画を楽しもう ４月18日㈯・25日㈯
※時間、対象、費用など、詳しくは前橋テルサへ問い
合わせるか同館ホームページ（http://www.maebashi-
terrsa.or.jp）をご覧ください。

前
橋
テ
ル
サ

☎
２
３
１
│
３
２
１
１

市
立
図
書
館

☎
２
２
４
│
４
３
１
１

こ
ど
も
図
書
館

☎
２
３
０
│
８
８
３
３

市
民
文
化
会
館

☎
２
２
１
│
４
３
２
１

文　

化

文
化
財

商
工
業

市有地の随時売却
先着順で募集

　市内19カ所の市有地を売却中。主なもの
は次のとおりです。詳しくは管財課などで
配布している売り払いのご案内をご覧くだ
さい。
土地の概要＝下表のとおり
申６月30日㈫までに同課☎898-6657へ

売り払い土地概要

土地所在 面積 地目 価格

日吉町四丁目 134㎡ 宅地 643万円
南町二丁目 538㎡ 宅地 782万円
勝沢町 2,702㎡ 宅地 3,532万円
荻窪町 226㎡ 水道用地 332万円
江木町 219㎡ 宅地 740万円
元総社町 99㎡ 畑 331万円
石倉町三丁目 669㎡ 宅地 2,749万円
小屋原町 211㎡ 公衆用道路・宅地 560万円
樋越町 3,364㎡ 雑種地 1,908万円

広報まえばし　平成21年４月１日号 20



申＝申し込み　問＝問い合わせ

　

４
月
１
日
か
ら
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
が
改
正
。
従
来
の
エ
ア
コ
ン
、
ブ

ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
、冷
蔵
（
凍
）
庫
、

洗
濯
機
に
加
え
、
液
晶
テ
レ
ビ
、
プ

ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
、
衣
類
乾
燥
機
が
追

加
さ
れ
ま
す
。
不
用
に
な
っ
た
家
庭

用
の
電
化
製
品
で
、
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
の
対
象
と
な
る
物
は
、
購
入
ま

た
は
買
い
替
え
し
た
小
売
店
へ
リ
サ

イ
ク
ル
料
金
を
支
払
い
、
処
理
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
処
理
依

頼
先
が
分
か
ら
な
か
っ
た
り
、
不
法

投
棄
な
ど
を
見
掛
け
た
り
し
た
ら
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
☎
８
９
８
│

６
２
７
２
へ

　

富
田
町
の
農
業
総
合
研
修
セ
ン
タ

ー
と
粕
川
町
月
田
の
農
産
物
加
工
施

設
を
利
用
し
、
伝
統
料
理
や
家
庭
料

理
を
学
ぶ
グ
ル
ー
プ
に
講
師
を
派
遣

し
ま
す
。

期
間
＝
来
年
３
月
31
日
㈬
ま
で

対
象
＝
本
市
か
富
士
見
村
に
在
住
の

５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
、
先
着
18
組

費
用
＝
材
料
費

申
随
時
。
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入

し
、
市
役
所
農
林
課
（
☎
８
９
８
│

６
７
０
３
）
へ
郵
送
ま
た
は
直
接

　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る

法
律
で
定
め
ら
れ
た
前
橋
農
業
振
興

地
域
整
備
の
う
ち
の
農
用
地
利
用
計

画
に
つ
い
て
、
昨
年
９
月
に
受
け
付

け
た
農
振
除
外
の
個
別
申
し
出
（
一

般
除
外
）
に
よ
り
変
更
し
ま
す
。

□
縦
覧
・
意
見
書
の
提
出

　

計
画
変
更
に
つ
い
て
は
縦
覧
す
る

こ
と
が
で
き
、
市
内
在
住
の
人
は
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
時
＝
４
月
17
日
㈮
ま
で
の
執
務
時

間
内

会
場
＝
市
役
所
農
林
課

□
異
議
の
申
し
出

　

計
画
を
変
更
す
る
農
用
地
区
域
内

に
あ
る
土
地
の
所
有
者
や
権
利
者
は

異
議
の
申
し
出
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

日
時
＝
４
月
18
日
㈯
〜
５
月
７
日
㈭

の
執
務
時
間
内

申
し
出
先
＝
市
役
所
農
林
課

問
同
課
☎
８
９
８
│
６
７
０
２
へ

　

自
然
環
境
豊
か
な
粕
川
町
室
沢
で
、

米
作
り
な
ど
の
農
業
体
験
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
地
元
農
家
が
作
業
を
支

援
し
、
田
植
え
や
稲
刈
り
を
行
い
ま

す
。
収
穫
し
た
物
を
み
ん
な
で
食
べ

る
な
ど
、楽
し
く
交
流
が
で
き
ま
す
。

期
間
＝
５
月
〜
12
月

会
場
＝
室
沢
棚
田
地
区

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
家
族
・

グ
ル
ー
プ
で
４
人
１
組
、
25
組
（
抽

選
）

費
用
＝
１
組
５
，
０
０
０
円
と
負
担

金
（
大
人
１
，
０
０
０
円
、
子
ど
も

５
０
０
円
）

申
４
月
13
日
㈪
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
で
。

住
所
・
氏
名
・
年
齢
と
代
表
者
の
電

話
番
号
を
明
記
し
、
室
沢
地
区
棚
田

保
全
実
行
委
員
会
・
金
子
さ
ん
フ
ァ

ク
ス
２
８
５
│
２
１
３
１
へ

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
３
時
②
午

後
４
時
30
分
〜
８
時

会
場
＝
榛
名
神
社
境
内
（
榛
名
山

町
）

対
象
＝
各
日
①
は
先
着
１
６
０
人

②
は
先
着
２
３
５
人

内
容
＝
23
日
は
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー

ト
、
24
日
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ

ー
ト

費
用
＝
３
，
０
０
０
円
（
食
事
付

き
）

申
５
月
12
日
㈫
ま
で
に
榛
名
支
所

☎
０
２
７
│
３
７
４
│
６
７
１
２

へ

荘
厳
な
社
殿
で

趣
あ
ふ
れ
る
音
楽
会

　

国
指
定
重
要
文
化
財
・
榛
名
神

社
神
楽
殿
を
ス
テ
ー
ジ
に
、
和
洋

折
衷
の
音
楽
会
を
開
催
。「
幽
玄
の

杜も
り
」
に
響
く
ジ
ャ
ズ
と
ク
ラ
シ
ッ

ク
の
調
べ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
５
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
①

和と洋の不思議な調和

みんなで協力して作業

リ
サ
イ
ク
ル
法
が
改
正

家
電
の
処
分
に
は
注
意

料
理
の
講
師
を
派
遣

グ
ル
ー
プ
で
利
用
し
て

農
用
地
の
利
用
計
画

変
更
に
つ
い
て
縦
覧

緑
豊
か
な
棚
田
の
里
で

農
業
体
験
し
よ
う

　緊急雇用対策事業で次の職種を募集します。詳しく
は問い合わせてください。
□学習支援講師
雇用期間＝半年ごと
勤務時間＝１日４時間
対象＝小学校か中学校の教員免許がある人、20人（選考）
賃金＝１時間1,300円
□特別支援教育サポーター
雇用期間＝半年ごと
勤務時間＝１日５時間
対象＝障害児者などの教育や介護などに従事した経験
がある人、30人（選考）
賃金＝１時間890円
□ICT機器アシスタント（授業中の情報機器利用補助）
雇用期間＝半年ごと
勤務時間＝１日５時間
対象＝情報機器の操作に堪能な人、15人（選考）
賃金＝１時間890円
申以上３つの職種は４月６日㈪～10日㈮に履歴書を用
意し、学校教育課（☎898-5817）へ直接

環
境
衛
生

農
林
業

緊急雇用対策を実施
経験を生かして働きませんか

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎224-111121



児童館では楽しい催しがいっぱい　　
詳しくは下記へ問い合わせを

日吉☎233-5122
朝倉☎265-1955
大友☎251-1337
下小出☎233-2622
粕川☎285-4000

毎月の行事は、本市ホームページに掲載しています

児童館案内

　

自
然
体
験
教
室
を
開
催
。
ハ
ン
モ

ッ
ク
や
吹
き
矢
作
り
な
ど
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
４
月
12
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

会
場
＝
お
お
さ
る
山
乃
家
（
粕
川
町

中
之
沢
）

対
象
＝
親
子
、
先
着
10
組

費
用
＝
１
，
５
０
０
円

申
４
月
６
日
㈪
か
ら
同
家
☎
２
８
５

│
６
１
５
１
へ

□
サ
ク
ラ
観
察
会

　

交
通
公
園
に
咲
く
緑
色
や
黄
色
の

珍
し
い
サ
ク
ラ
を
見
な
が
ら
、
サ
ク

ラ
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
４
月
11
日
㈯
午
後
１
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
20
人

□
発
明
ク
ラ
ブ
公
開
教
室

　
「
折
り
た
た
み
ア
メ
リ
カ
ン
カ
イ

ト
」
を
作
ろ
う

日
時
＝
４
月
18
日
㈯
午
後
１
時
〜
３

時
30
分

対
象
＝
小
３
〜
小
６
、15
人
（
抽
選
）。

４
月
15
日
㈬
午
後
１
時
に
公
開
抽
選

内
容
＝
立
体
の
凧
の
作
成
、
凧
揚
げ

申
４
月
14
日
㈫
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。住
所
・

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
学
校
名
・
学
年
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒
３
７
１
│

０
０
１
３
西
片
貝
町
五
丁
目
７
・
児

童
文
化
セ
ン
タ
ー
「
発
明
ク
ラ
ブ
公

開
教
室
係
」
へ

□
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
支
援
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
。
自
主
企
画

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
＝
中
学
生
以
上

内
容
＝
読
み
聞
か
せ
、
図
書
貸
し
出

し
、
プ
レ
イ
リ
ー
ダ
ー
、
各
教
室
の

補
助
、
天
文
関
係
な
ど

申
同
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

□
４
月
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

日
時
＝
土
日
曜
、
午
前
11
時
、
午
後

２
時
30
分
（
小
中
学
校
の
春
休
み
期

間
中
は
毎
日
午
後
２
時
30
分
の
１
回
）

内
容
＝
〈
天
文
学
シ
リ
ー
ズ
〉「
そ
れ

で
も
地
球
は
動
い
て
い
る
」〈
星
座
の

お
話
〉「
し
し
か
に
合
戦
」

　

学
び
た
い
学
生
を
支
援
す
る
た
め

に
奨
学
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
＝
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
高
校
・

高
専
・
専
修
学
校
の
高
等
課
程
に
在

学
の
人
。
①
本
市
か
富
士
見
村
に
在

住
②
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難

③
品
行
方
正
、
身
体
健
全
、
学
業
優

秀
④
ほ
か
の
育
英
ま
た
は
奨
学
金
の

貸
与
・
給
与
を
受
け
て
い
な
い

貸
与
期
間
＝
４
月
か
ら
卒
業
ま
で
（
最

短
修
業
年
限
）

貸
与
月
額
＝
〈
国
・
公
立
〉１
万
２
，

０
０
０
円
〈
私
立
〉
１
万
８
，
０
０

０
円

返
還
方
法
＝
卒
業
後
６
カ
月
か
ら
10

年
間
で
年
４
期
に
分
け
て
返
還
（
無

利
子
、一
括
・
繰
り
上
げ
返
還
も
可
。

大
学
・
短
大
な
ど
上
級
学
校
へ
進
学

し
た
場
合
は
、
在
学
期
間
の
返
還
延

期
も
可
）

申
４
月
24
日
㈮
ま
で
に
在
学
す
る
各

高
校
な
ど
へ

問
学
校
教
育
課
☎
８
９
８
│
５
８
１

５
へ

　
４
月
６
日
㈪
か
ら
15
日
㈬
ま
で
、

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施
。

ま
た
、
４
月
10
日
㈮
は
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
で
す
。

■
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

　

高
齢
者
の
事
故
が
増
え
て
い
ま

す
。
交
差
点
を
横
断
す
る
際
な
ど

は
必
ず
一
度
停
止
し
、
安
全
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
運
転
者

も
子
ど
も
や
高
齢
者
を
見
掛
け
た

ら
、
徐
行
や
一
時
停
止
な
ど
を
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

■
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

　
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
着
用
し
て
い
れ
ば
命

が
助
か
っ
た
の
に
」
と
い
う
こ
と

の
な
い
よ
う
、
必
ず
着
用
し
ま
し

ょ
う
。

■
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　

自
転
車
も
車
両
で
す
。
信
号
の

遵
守
や
一
時
停
止
な
ど
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
歩
道
を
通

行
で
き
る
場
合
は
歩
行
者
を
保
護

す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
。

■
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
本
人
だ
け
で
な
く
周

り
の
人
も
固
い
決
意
を
持
ち
、
一

丸
と
な
っ
て
飲
酒
運
転
を
根
絶
し

ま
し
ょ
う
。

●
路
上
駐
車
は
、
通
行
を
妨
げ
交

通
事
故
の
原
因
に
。
ま
た
、
住
民

の
迷
惑
に
な
る
の
で
や
め
ま
し
ょ

う
。

問
安
全
安
心
課
☎
８
９
８
│
６
２

６
３
へ

●
優
良
運
転
者
を
表
彰
５
年
以
上

無
事
故
・
無
違
反
の
優
良
運
転
者

を
表
彰
し
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
前
橋
交
通
安
全
協
会
☎
２
５
１

│
５
４
１
５
、
前
橋
東
交
通
安
全

協
会
☎
２
４
３
│
３
２
３
１
、
大

胡
交
通
安
全
協
会
☎
２
８
３
│
０

２
３
３
へ

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

ル
ー
ル
を
守
っ
て
事
故
を
な
く
そ
う

お
お
さ
る
山
乃
家
で

親
子
で
自
然
体
験

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
２
２
４
│
２
５
４
８

高
校
な
ど
在
学
生
へ

奨
学
金
を
貸
与

珍しいサクラも見られます

児　

童

青
少
年
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申＝申し込み　問＝問い合わせ

　

前
橋
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

年
金
相
談
や
年
金
請
求
の
手
続
き
が

で
き
ま
す
。年
金
手
帳
や
年
金
証
書
、

印
鑑
、
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
予
約

制
に
よ
る
年
金
相
談
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

受
付
時
間
＝
土
日
曜
祝
日
を
除
く
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

会
場
＝
Ｊ
Ａ
ビ
ル
（
亀
里
町
）

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
＝
２
６
５
│
０

０
２
３

　

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ

ー
ビ
ス
の
割
引
券
（
１
人
６
枚
）
を

希
望
す
る
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昨
年
度
の
利
用
者
へ
は
郵
送

し
て
い
ま
す
。
施
術
ご
と
に
割
引
券

の
ほ
か
１
，
０
０
０
円
、
出
張
施
術

に
は
別
に
費
用
が
必
要
で
す
。

対
象
＝
70
歳
以
上
（
昭
和
15
年
３
月

31
日
以
前
生
ま
れ
）
の
人
（
医
師
の

同
意
に
基
づ
き
保
険
診
療
を
受
け
て

い
る
人
は
除
く
）

申
介
護
高
齢
課
☎
８
９
８
│
６
１
３

４
へ

　

通
所
型
介
護
予
防
事
業
の
業
務
委

託
先
を
募
集
。
募
集
期
間
は
４
月
10

日
㈮
か
ら
30
日
㈭
ま
で
。
対
象
地
区

は
桂
萱
・
東
・
永
明
・
城
南
の
４
地

区
で
す
。
こ
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時
＝
４
月
10
日
㈮
午
後
３
時

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

問
介
護
高
齢
課
☎
８
９
８
│
６
１
３

３
へ

　

ピ
ン
シ
ャ
ン
！
元
気
ア
ッ
プ
運
動

教
室
を
開
催
。
介
護
予
防
体
操
や
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
家
庭
で
も
継
続
で

き
る
運
動
を
学
び
、
運
動
習
慣
を
身

に
付
け
る
教
室
を
開
催
。
運
動
不
足

が
気
に
な
る
人
、
運
動
を
始
め
た
い

人
な
ど
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
５
月
11
日
〜
７
月
13
日
の
月

曜
10
回
、
午
前
10
時
〜
11
時
45
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
65
歳
以
上
の
人
、
先
着
20
人

申
４
月
８
日
㈬
か
ら
介
護
高
齢
課
☎

８
９
８
│
６
１
３
３
へ

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
を
法
人
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
へ
配
分
し
ま
す
。
詳
し
く
は
県
共

同
募
金
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://

w
w
w.akaihane-gunm

a.or.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
５
月
８
日
㈮
ま
で
に
所
定
の
申
込

用
紙
に
記
入
し
、
見
積
書
・
定
款
な

ど
の
必
要
書
類
を
添
え
て
共
同
募
金

会
前
橋
市
支
会
（
市
役
所
い
き
い
き

生
活
課
内
☎
８
９
８
│
６
２
３
７
）

へ
直
接

65
歳
未
満
の
人
は
入
場
料
が
必
要
で
す

□
さ
く
ら
祭
り 

日
時
＝
４
月
11
日
㈯
午
前
11
時
30
分

内
容
＝
人
情
芝
居
劇
・
華
の
舞
踊
シ

ョ
ー

対
象
＝
ど
な
た
で
も

　
65
歳
未
満
の
人
は
入
場
料
が
必
要
で
す

□
防
犯
相
談
所

日
時
＝
４
月
13
日
㈪
・
23
日
㈭
、
午

後
１
時
〜
３
時

対
象
＝
一
般

申
当
日
同
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

□
４
月
の
日
曜
開
館
日

期
日
＝
４
月
12
日
㈰

巡
回
バ
ス
コ
ー
ス
＝
城
南
南
部
・
駒

形
・
上
川
淵
・
下
川
淵
コ
ー
ス

65
歳
未
満
の
人
は
入
場
料
が
必
要
で
す

□
橘
舞
踊
会
シ
ョ
ー

日
時
＝
４
月
25
日
㈯
正
午

対
象
＝
ど
な
た
で
も

□
１
日
教
室
「
ひ
ば
り
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
」

日
時
＝
４
月
28
日
㈫
午
後
１
時
〜
２

時対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

申
４
月
10
日
㈮
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ

直
接

□
教
室
受
講
生
募
集

教
室
名
＝
①
民
謡
踊
り
②
実
用
書
道

③
絵
手
紙
④
押
し
花

日
時
＝
①
は
４
月
24
日
〜
７
月
24
日

の
金
曜
６
回
②
は
４
月
27
日
〜
７
月

13
日
の
月
曜
６
回
③
④
は
５
月
18
日

〜
９
月
７
日
の
月
曜
６
回
、
午
前
10

時
〜
正
午

対
象
＝
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人
、

①
は
40
人
②
④
は
各
20
人
③
は
30
人

（
各
抽
選
）

費
用
＝
④
は
材
料
費

申
４
月
14
日
㈫
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

で
。
教
室
名
・
住
所
・
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

〒
３
７
１
│
０
８
４
７
大
友
町
一
丁

目
12
│
10
・
お
お
と
も
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ

□
防
犯
相
談
所

日
時
＝
４
月
14
日
㈫
午
後
１
時
〜
３

時対
象
＝
一
般

申
当
日
同
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

□
４
月
の
日
曜
開
館
日

期
日
＝
４
月
19
日
㈰

巡
回
バ
ス
コ
ー
ス
＝
〈
早
便
〉
東
コ

ー
ス
〈
遅
便
〉
元
総
社
コ
ー
ス

気軽に参加して

は
り
・
き
ゅ
う
な
ど

70
歳
以
上
は
割
り
引
き

年
金
相
談
や
手
続
き

ご
利
用
く
だ
さ
い

運
動
習
慣
を
身
に
付
け

ま
す
ま
す
元
気
に

介
護
予
防
の
委
託
先

４
地
区
で
募
集

赤
い
羽
根
募
金
の
配
分

希
望
者
は
申
請
し
て

人
権
標
語

人
権
標
語

人
権
標
語

人
権
標
語

人
権
標
語

人
権
標
語

県
立
盲
学
校
中
学
部　

３
年　

小
山　

剛
真
さ
ん

君
が
い
き
て
い
る
こ
と
が　

み
ん
な
の
幸
せ

□教育委員会定例会
日時＝４月15日㈬午後３時
会場＝市役所11階南会議室
対象＝一般、先着10人
申当日午後２時30分～50分に会場へ直接
問教育委員会総務課☎898-5802へ

し
き
し
ま
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
２
３
３
│
２
１
２
１

お
お
と
も
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
２
５
２
│
３
０
７
７

ひ
ろ
せ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
２
６
１
│
０
８
８
０

福　

祉

年　

金

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

会 議 の 公 開

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎224-111123



４月の各種無料相談

相　談　名 日　時 会　場 問い合わせ

法律相談
火曜 午後１時～４時（予約は火曜

は前週の木曜・16日㈭は13日
㈪、午後２時から電話で）

市役所市民相談

市民相談
☎898-6100

４月16日㈭ 大胡支所

行政相談

４月９日㈭午後１時～３時 大胡支所

４月14日㈫午前９時～正午 かすかわ老人福祉センター

４月15日㈬午後１時～４時 市役所市民相談

４月20日㈪午後１時～３時 宮城支所

公証相談 ４月13日㈪午後１時～４時

市役所市民相談登記相談 ４月10日㈮午後１時～４時

人権相談 ４月17日㈮午後１時～４時

精神科医によるこ
ころの相談

４月15日㈬・16日㈭、午後１時～３時(予約制）前橋市保健所
健康増進課
☎220-5785

電話労働相談

４月15日㈬午後１時30分～４時、相談員は社会保険労務士・石田栄男さん
☎253-3611 工業課

☎210-2276
５月７日㈭午後１時30分～４時、相談員は同・大河原英秋さん☎251-4861

外国人相談
月曜、午後1時～ 5時・木曜、午前９時～午
後１時。英語・中国語・ポルトガル語・スペ
イン語の4カ国語で面接相談

市役所外国人相談窓口
市国際交流協会
☎243-7788

※次の相談は執務時間内(教育・青少年相談は月曜～金曜は午後７時まで、土曜は午後５時まで）にいつでも相談できます。
　市民相談（☎898-6100）、ＤＶセクハラ相談（☎898-6520）、家庭児童相談（☎223-4148）、母子家庭相談・女性
相談（☎220-5700）、教育・青少年相談（☎230-9090）

市税の納期

種類

納期

市
・
県
民
税

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

軽
自
動
車
税

国
民
健
康
保
険
税

４月（30日㈭まで） １期
５月（6月1日㈪まで） 全期
６月（30日㈫まで） １期
７月（31日㈮まで） ２期 １期
８月（31日㈪まで） ２期 ２期
９月（30日㈬まで） ３期 ３期
10月（11月2日㈪まで） ３期 ４期
11月（30日㈪まで） ５期
12月（25日㈮まで） ４期 ６期
１月（2月1日㈪まで） ４期 ７期
２月（3月1日㈪まで） ８期

毎月第３日曜は休日納税相談を開催
　平日に来庁できない人のために、毎月第３日曜に、納
税相談窓口を実施。今月は４月19日㈰です。
時間＝午前８時30分～午後４時
会場＝市役所収納課
問同課☎898-6233へ

期限を守って忘れずに納税を
　市税は、税の種類ごとにそれぞれ納期（納める月）が
定められています。本年度の納期は右表のとおり。金
融機関（ゆうちょ銀行を除
く）や市役所収納課、各支
所・出張所、コンビニエン
スストアで忘れずに納めま
しょう。また、口座振替も
ご利用ください。
問収納課☎898-6226へ 納税は期限内に
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申＝申し込み　問＝問い合わせ

□
歌
会
始

お
題
＝
光

申
９
月
30
日
㈬
ま
で
に
郵
送
で
（
１

人
１
首
）。
横
長
の
半
紙
の
右
に
お

題
と
短
歌
（
未
発
表
の
作
品
）、
左

に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
生

年
月
日
・
電
話
番
号
・
職
業
を
毛
筆

縦
書
き
で
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と

明
記
し
、
〒
１
０
０
│
８
１
１
１
・

宮
内
庁
へ

問
９
月
20
日
㈰
ま
で
に
郵
送
で
。
宛

先
を
明
記
し
返
信
用
切
手
を
張
っ
た

封
筒
を
同
封
し
、
同
庁
式
部
職
へ

□
あ
い
の
や
ま
の
湯
３
周
年

　

あ
い
の
や
ま
の
湯
で
指
定
管
理
者

制
度
移
行
３
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
期
間
中
は
入
館
料
が

３
０
０
円
。
ま
た
、
４
月
の
来
館
者

に
は
割
引
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期
日
＝
４
月
13
日
㈪
〜
18
日
㈯

問
同
館
☎
２
６
４
│
３
０
３
０
へ

□
お
も
ち
ゃ
の
病
院　

日
時
＝
①
４
月
12
日
㈰
②
４
月
19
日

㈰
③
４
月
21
日
㈫
、
午
前
10
時
〜
正

午会
場
＝
①
は
南
橘
公
民
館
②
は
総
合

福
祉
会
館
③
は
城
南
公
民
館

問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
２
３

２
│
３
８
４
８
へ

□
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
説
明
会

種
類
＝
①
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
②
青
年
海
外
協
力
隊

日
時
＝
４
月
５
日
㈰
①
は
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分
②
は
午
後
２

時
〜
４
時

会
場
＝
群
馬
会
館

対
象
＝
日
本
国
籍
を
持
つ
人
で
、
①

は
40
歳
〜
69
歳
②
は
20
歳
〜
39
歳

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
選
考
窓
口
☎

０
３
│
３
４
０
６
│
９
９
０
０
へ

□
若
者
と
家
族
対
象
に
就
職
講
座

日
時
＝
①
４
月
16
日
㈭
②
４
月
18
日

㈯
、
午
後
２
時
〜
４
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
①
は
15
歳
〜
39
歳
の
就
職
希

望
者
②
は
働
く
事
に
つ
ま
づ
い
て
い

る
若
者
の
家
族
、
各
20
人

内
容
＝
①
は
履
歴
書
の
書
き
方
な
ど

②
は
若
者
の
職
業
的
自
立
支
援
に
つ

い
て
な
ど

申
４
月
15
日
㈬
ま
で
に
ぐ
ん
ま
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
２
３
３

│
２
３
３
０
へ　

□
市
民
の
茶
席

４
月
15
日
㈬
＝
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
、
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
・
３
階
ホ

ワ
イ
エ
。
当
番
は
前
橋
茶
道
会
の
蜂

巣
光
恵
さ
ん
（
☎
２
２
１
│
２
５
７

２
）

　

本
年
度
の
健
康
診
査
受
診
シ
ー
ル

を
５
月
中
に
対
象
者
へ
郵
送
し
ま
す
。

こ
と
し
は
薄
い
緑
色
。
封
筒
が
届
い

た
ら
、
必
ず
シ
ー
ル
や
同
封
の
資
料

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
さ
わ
や
か
健
診
は
加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
者
か
ら
の
案
内
も
参
考

に
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
が
ん

検
診
は
受
診
シ
ー
ル
だ
け
で
受
診
で

き
ま
す
。
健
（
検
）
診
は
シ
ー
ル
が

届
い
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課
☎
２
２
０
│
５
７
８

４
へ

□
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
・
ト
ラ
イ
運
動
教

室日
時
＝
５
月
12
日
㈫
〜
８
月
４
日
㈫

の
13
回
、
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分　会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
運
動
制
限
が
な
く
す
べ
て
の

回
に
参
加
で
き
る
初
参
加
の
64
歳
以

下
の
人
、
先
着
30
人

内
容
＝
体
力
測
定
・
運
動
と
栄
養
の

話
・
運
動
実
習

費
用
＝
１
，
０
２
０
円

申
４
月
13
日
㈪
〜
５
月
１
日
㈮
に
健

康
増
進
課
☎
２
２
０
│
５
７
８
３
へ

　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
会
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
赤
ち
ゃ
ん

と
の
き
ず
な
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
①
４
月
24
日
㈮
②
５
月
８
日

㈮
、
午
前
10
時
15
分
〜
11
時
30
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
首
が
据
わ
っ
た
１
歳
ま
で
の

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
家
族
、
先
着
各
20

組費
用
＝
５
０
０
円

申
４
月
15
日
㈬
ま
で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
☎
２
３
２
│
３
８
４
８

へ
　

体
脂
肪
や
血
圧
測
定
、運
動
実
習
、

健
康
相
談
な
ど
を
行
い
生
活
習
慣
改

善
に
取
り
組
む
人
を
サ
ポ
ー
ト
。

日
時
＝
①
４
月
22
日
㈬
②
４
月
23
日

㈭
③
４
月
27
日
㈪
、
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
（
②
は
正
午
ま
で
）

会
場
＝
①
は
大
胡
保
健
セ
ン
タ
ー
②

は
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー
③
は
宮
城
保

健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
一
般
、
先
着
各
15
人

申
各
１
週
間
前
ま
で
に
①
③
は
大
胡

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
２
８
３
│
７
３
１

１
②
は
健
康
増
進
課
☎
２
２
０
│
５

７
８
４
へ

　

禁
煙
し
た
い
が
な
か
な
か
で
き
な

い
人
を
支
援
し
ま
す
。

日
時
＝
４
月
20
日
㈪
〜
22
日
㈬
の
執

務
時
間
内

対
象
＝
40
歳
以
上
の
人
（
予
約
制
）

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
呼
気
一
酸
化
炭
素
濃
度
測
定
・

尿
中
ニ
コ
チ
ン
代
謝
物
濃
度
測
定
後
、

面
接
や
指
導

申
４
月
13
日
㈪
ま
で
に
健
康
増
進
課

☎
２
２
０
│
５
７
８
４
へ

　

原
稿
検
索
と
健
康
相
談
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
ア

ド
レ
ス
はhttp://www.raijin.com

/
kenko/

で
す
。

月
曜
＝
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
救

急
対
応

火
曜
＝
高
血
圧
の
管
理

水
曜
＝
点
眼
薬
の
知
識

木
曜
＝
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
・
口
腔
乾
燥

症金
曜
＝
ス
ポ
ー
ツ
後
の
筋
肉
痛

土
日
曜
＝
歯
医
者
を
怖
が
ら
な
い
た

め
に

直
接
相
談
タ
イ
ム
＝
医
師
が
直
接
相

談
。４
月
８
日
㈬
（
小
児
科
・
内
科
）

16
日
㈭
（
歯
科
）、
午
後
７
時
30
分

〜
９
時

５
月
に
郵
送
し
ま
す

健
康
診
査
受
診
シ
ー
ル

運
動
不
足
の
解
消
に

仲
間
と
一
緒
に
ト
ラ
イ

親
子
の
き
ず
な
深
め
る

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

健
康
サ
ポ
ー
ト
デ
ー
で

生
活
習
慣
を
改
善

支
援
を
受
け
て

禁
煙
を
成
功
さ
せ
よ
う

健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　
　

☎
２
３
４
│
４
９
７
０

さわやかな汗をかいて健康に

ミ
ニ
情
報

健　

康

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎224-111125



内　　　　科 外　　科 婦人科 耳鼻科 眼　科

４　
　

月

５
日
㈰

柳川小児科医院

（児）
天川大島町三丁目
☎263-1600

小林内科胃腸科
ク リ ニ ッ ク
（内）
朝倉町
☎290-3200

菊 池 内 科
クリニック
（内）
青梨子町
☎219-3356

は や ぶ さ
クリニック
（内）
小坂子町
☎264-1113

ねぎし整形外科

（整）
東善町
☎280-8686

金古医院

（外内）
日吉町三丁目
☎233-1131

高山産婦人科医院

（産婦内）
箱田町
☎251-2621

斉藤クリニック
耳 鼻 科
（耳鼻）
日輪寺町
☎235-8880

すがの眼科古市
ク リ ニ ッ ク
（眼）
古市町一丁目
☎210-8181

12
日
㈰

戸所小児科医院

（児）
総社町二丁目
☎253-2351

五十嵐医院

（内）
富士見村
☎288-2026

定方医院

（内）
亀里町
☎265-0345

長崎医院

（内）
住吉町二丁目
☎231-3274

三村整形外科医院

（整）
上細井町
☎234-4477

太田医院

（外）
紅雲町二丁目
☎221-3368

岸産婦人科医院

（産婦）
高崎市沖町
☎027-343-6412

耳鼻咽喉科
長谷川医院
（耳鼻）
高崎市片岡町二丁目
☎027-323-4196

さかもと眼科

（眼）
高崎市江木町
☎027-327-2839

19
日
㈰

高橋医院

（児外）
東善町
☎266-0203

関内科医院

（内）
天川大島町一丁目
☎224-4680

瀬田医院

（内）
竜蔵寺町
☎232-5658

堺 掘 内 科
循環器科医院
（内）
若宮町一丁目
☎231-8056

せせらぎ病院付属
あさくら診療所
（整）
朝倉町
☎265-6522

富沢脳神経外科
内 科 医 院
（脳外）
 下小出町二丁目
☎234-3488

道下産婦人科医院

（産婦）
平和町一丁目
☎231-7821

い い づ か
耳鼻咽喉科
（耳鼻）
樋越町
☎280-2111

かめい眼科

（眼）
城東町一丁目
☎260-1200

診療時間は午前９時～午後６時。市医師会の休日当番医がホームページで検索できます。
アドレスはhttp://maebashi.gunma.med.or.jp/、携帯電話の場合はhttp://maebashi.gunma.med.or.jp/i/です。

★夜間急病診療所　朝日町四丁目9-5　　☎243-5111　　★救急病院等案内　☎221-0099
　　　　　　　　　午後8時～午前0時　内科と小児科

歯　　科

日曜・祝日は歯科医師会休日診療所
岩神町二丁目19-9　☎237-3685　午前10時～正午、午後1時～3時

４月５日㈰＝堤接骨院（三俣町一丁目）☎232-2229、吉沢接骨院（大渡町一丁目）☎254-2113
４月12日㈰＝細野接骨院（南町三丁目）☎223-3355、真塩接骨院（西片貝町三丁目）☎223-1310
４月19日㈰＝松本接骨院（日吉町三丁目）☎212-2137、大利根接骨院（下新田町）☎252-6701

薬局 日曜・祝日は市薬剤師会会営薬局　紅雲町一丁目2-15　☎223-8400　午前9時～午後6時

休

日

当

番

医

休
日
当
番

このコーナーに関する問い合わせは
医師会事務局☎243-5611

健康
帳手

　「メタボ」は、今では日常的に「中年太り」

や「お腹が出っ張った」などの意味合い

で使われていますが、正式には「メタボ

リック症候群」といい、内臓脂肪型肥満

に高血圧や糖尿病、脂質異常症（高脂血症）

など複数の病気や異常が重なっている状

態を表します。放っておくと動脈硬化と

いう血管の異常が進んで、メタボでない

人に比べて約３倍も心筋梗
こう

塞
そく

や脳梗塞な

どの重篤な病気を起こしやすくなります。

　メタボの診断基準は、腹囲が基準値（男

性85㎝、女性90㎝）をオーバーし、加え

て以下の項目のうち、２つ以上が当ては

まると該当者、１つだと予備軍です。①

中性脂肪が150㎎ /㎗以上かＨＤＬコレス

テロールが40㎎ /㎗未満、またはその両

方②収縮期血圧が130㎜Hg以上か拡張期

血圧が85㎜Hg以上、またはその両方③

空腹時血糖が110㎎ /㎗以上

　メタボは、「死の四重奏」といわれたこ

ともあり放置すると危険な状態です。し

かし、早めの対策でそこから脱出するこ

とができます。年に１度は健康診断を受

け、自分の状態を知ることがとても大切

です。

　　　　　　　前橋市医師会　生方　聡

「メタボ」って何？
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橋
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１
│
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手
町
二
丁
目
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│
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編
集
・
政
策
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市
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発
信
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毎
月
１
日
・
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発
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ァ
ク
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２
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０
３
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牧場の桜並木

心と体がほぐれ
笑顔がいっぱい

大手町一丁目

　大手町一丁目では３月17日、同公民館でサロン会
を開催。この催しは住民の健康増進と交流などを目
的に、定期的に行っています。今回は「後出しジャ
ンケン」などの「頭の体操」や「ピンシャン！元気
体操」で体を動かしました。講師の軽快なトークに
会場は和み、心と体のほぐれた１日となりました。

地域のみんなで
住みよい町に

南橘地区

　３月22日、南橘公民館で地域づくり推進大会が開
かれました。ことしで３回目のこの大会に160人が
参加。各部会の取り組みや小中学生の活動リポート
が発表されました。最後に南橘地区地域づくり宣言
を採択。これからも地域のみんなで人と環境に優し
い地域づくりを行っていこうと心を新たにしました。

●石原弥一さん・大胡町
●昨年４月、大胡ぐりーんふらわー牧場で撮影
　ここの桜が一番好きです。花見客が少ない静かな
時間に撮影しました。

金子　絢
けん

太
た

朗
ろう

ちゃん
（１歳１カ月・幸塚町）

中村　千
ち

颯
はや

ちゃん（１歳４カ月・日輪寺町）

　広報係に配属となり、あっ
という間の４年。人事異動で
別の部署へ移ることとなり、
これが最後の文章。取材を通
していろいろな人と出会うこ
とができ、良い思い出をいっ
ぱい作ることができました。
出会えた笑顔を忘れず、新天
地で頑張ります。（鈴）

土屋　憂
ゆう

凪
な

ちゃん
（１歳５カ月・川原町）

表紙の案内

　カワヅザクラ─。
３月中旬、南町四丁
目の市之坪公園では
早咲きのカワヅザク
ラが見ごろを迎えま
した。きれいに色づ
いたピンクの花びら
が春の訪れを知らせ
ます。

中原　俊
とし

喜
き

ちゃん（０歳11カ月・文京町三丁目）

橋本　ももかちゃん
（１歳２カ月・青

柳町）

金子金

斉藤　
巡

めぐるちゃん

（０歳
11カ

月・元
総社町

）
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